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一般社団法人 日本建設機械レンタル協会　　

会長（代表理事）　角 口 賀 敏

2020年 年頭所感
一般社団法人 日本建設機械レンタル協会

　　　　　　 九州支部長　峰 平 国 生

　2020年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶
を申し上げます。
　旧年中は当協会の事業活動につきまして、格別
のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　昨年は大規模な台風による被害が頻発いたしま
した、特に台風15号、19号の通過により、広範
囲に亘り河川氾濫等の甚大な被害が発生いたしま
した。被災された皆様には謹んでお見舞いを申し
上げます。
　発災時には、よりスムーズかつ的確な対応を行
える様体制を整えており、国土交通省各地方整備
局とは随時災害協定を結んでおります。昨年９月
には当協会関西支部と近畿地方整備局とが協定を
締結。年度内に東北地方整備局との協定締結を予
定しております。九州支部におかれては、2014
年に先陣をきって九州地方整備局との災害協定を
締結されており、度重なる大規模災害に対する心
構えと体制の強化に対し、頭の下がる思いです。
　また、昨年12月には航空自衛隊との災害協定
を締結し、関係省庁との体制がさらに整うことと
なりました。

　昨年の建設機械レンタル業界を振り返りますと、
大きな業績の落ち込みなどは見られず、国土交通
省発表の建設関連業動態調査報告ではプラスに推
移しております。今年度は東京オリンピック、パ
ラリンピックの開催もあるため、今後の動向が注
視されるところです。

　我々、建設機械レンタル業界は、現在変革期の
中にあります。
　このような中、当協会では会員企業の更なる
バックアップができる様、一昨年よりスタートし
た「建設機械レンタル管理士」資格制度、並びに
今年４月からスタートする「建設機械レンタル管
理業者登録制度」の推進を図っていく方針です。

　レンタル管理士資格制度は、順調に申込者が増
加し、受講・受験者数は2600人を超えています。
順調にいくと、今年４月までに目標であった合格
者3000人輩出を達成できるのではないかと思わ
れます。
　同資格制度の受験者は、主に営業所長クラスが
多く、資格制度への業界内の認知度が上がってき
ていると感じています。受験者が熱心に学習した
上で受験されており、合格率が高く、意識の高さ
がうかがえます。
　一方、今年４月に始動する、「レンタル管理業
者登録制度」では、先述のレンタル管理士資格を
保持していることが、登録要件のひとつとなって
おります。業界が変革期を迎える中、協会会員の
新たな資格制度に対する取り組み方からも、「自
分たちで業界をつくり上げていく」という意識が
芽生えてきた様に感じています。

　新たな年を迎えるにあたり、新たに動き出した
レンタル管理士資格並びに、建設機械レンタル業
者登録制度を通じて、業界そのもののステップ
アップを図るとともに、業界としてひと回り大き
く前進できる様、新技術等の時代の流れにもス
ピーディーに対応していく方針です。
　そして、協会活動を通じて、会員各社との絆を
更に深めるとともに、発災時に迅速かつ的確な対
応が行える様、関係各所との連携強化を図って参
ります。
　本年も皆様方のご理解とご協力を賜りますよう
お願い申し上げ、新年のご挨拶とさせていただき
ます。

　新年明けましておめでとうございます。令和２
年の新春を、お健やかにお迎えになられたことと
心よりお慶び申し上げます。また、平素は、協会
の事業活動に対し、協会会員並びに賛助会会員の
皆様には、格別の御協力を賜り、改めて厚く御礼
申し上げます。
　昨年は、「平成」から「令和」への改元の年と
なりました。九州で親しまれている大宰府の地で
詠まれた「初春の令月にして気淑く、風和ら
ぎ・・・」という歌から元号に引用されたと聞き、
新元号への親近感と、九州支部の勢いを更に加速
できる時代の幕開けと期待を膨らませております。
　令和元年は、ラグビーワールドカップ日本開催
並びに日本代表がワンチーム精神で九州各地でも
熱戦を繰り広げて頂き、ベスト８進出という快挙
は、我々を大いに奮い立たせてくれました。しか
しながら、国内外の経済情勢は、米中の貿易摩擦
の悪化、消費税増税からの国内消費動向への影響
が懸念されております。また、東日本における台
風豪雨災害や佐賀県武雄市を中心とした佐賀豪雨
など九州支部管内においても、自然災害が猛威を
奮っております。被災された皆様の一日も早い復
旧、復興を心よりお祈り致します。このような災
害に対する守り手として、会員同士の連絡網の整
備や九州支部役員間でのグループラインの活用等
を取り組んで参りましたが、まだまだ、道半ばで
あり、佐賀豪雨における初動体制の遅れに対して
は心から反省を致しております。未曾有の自然災
害の発生に対しても、九州支部として、しっかり
対応できるよう会員各社並びに災害協定を締結し
ている行政各部署を中心に連携を取れるよう努力
して参ります。
　さて、「業界地位向上の為の新たな一歩を！」
スローガンに昨年も各委員会を中心に活動して参
りました。
　教育委員会においては、管理者講習会をリー
ダー育成研修会へと呼称変更し、職場で大切な
チーム力強化に関する講義を開催しました。各社
の主任クラスから経営者まで、幅広い参加者層で
グループを構成し、考えの異なる個人の存在を受
け入れ、チームワークのポイントを学びながらお
互いを認め称えあえる組織風土について学ぶこと
ができました。

　また、流通委員会においては、本年、「働き甲
斐のある職場作りの為の情報交換会」を開催致し
ます。働き方改革の本丸とも言うべき生産性の向
上について、職場で実践されている工夫や改善を
発表頂き、会員各社のよりよい職場環境作りや業
績向上の一助となれることを期待しております。
　さらに、総務委員会においては、上海万博以来
10年ぶりとなる海外研修を実施することができ
ました。日野自動車㈱のマレーシアにおける最新
工場の視察、異文化とのふれあいにより、会員各
社の団結が更に高まるよい機会を得る事ができま
した。また、前年度に作成した働き方改革啓蒙ポ
スターは、日本建設機械レンタル協会常任理事会
において、作成の主旨、効果などを説明した結果、
全国の多数の支部において改良を加え広く活用し
て頂いております。九州から発信する新たな一歩
を今後も積極的に全国に展開して参ります。
　また、「建設機械レンタル管理士」の資格取得
にも積極的に取り組んで頂き、多数のレンタル管
理士を九州支部からも輩出して頂いております。
建設機械レンタル業界の質的向上を目指し、更な
るご協力を宜しくお願い致します。
　本年は、56年ぶりとなる東京オリンピックが
開催されます。17日間の熱戦が東京を中心に繰
り広げられ、30兆円を超える経済効果が期待さ
れております。本大会の基本コンセプトにもあり
ますように「互いを認め合うこと（調和）による
進歩」と「未来への継承」は我々業界へも大いに
通じる考えと思っております。流通問題や人口減
少対策としての生産性向上への取組み、様々な階
層のスキルアップへの貢献事業は、会員各社の事
業規模に関わらず共通の問題であり、情報の共有
が求められていると思います。また、これら業界
地位向上の取組みを積極的に邁進することで、未
来への有益なレンタル業の継承が行えると信じて
います。九州支部役員一同しっかりと会員のため
になる事業を模索し実行して参ります。これから
も、皆様が誇れる日本建設機械レンタル協会九州
支部を目指し、役員一同、更に努力する事をお約
束致します。この一年が皆様にとりましてより一
層の飛躍の年となりますよう心からお祈り申し上
げ、新年のごあいさつと致します。
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ますように「互いを認め合うこと（調和）による
進歩」と「未来への継承」は我々業界へも大いに
通じる考えと思っております。流通問題や人口減
少対策としての生産性向上への取組み、様々な階
層のスキルアップへの貢献事業は、会員各社の事
業規模に関わらず共通の問題であり、情報の共有
が求められていると思います。また、これら業界
地位向上の取組みを積極的に邁進することで、未
来への有益なレンタル業の継承が行えると信じて
います。九州支部役員一同しっかりと会員のため
になる事業を模索し実行して参ります。これから
も、皆様が誇れる日本建設機械レンタル協会九州
支部を目指し、役員一同、更に努力する事をお約
束致します。この一年が皆様にとりましてより一
層の飛躍の年となりますよう心からお祈り申し上
げ、新年のごあいさつと致します。
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第７回 定期総会
　令和元年 5 月21日（火）午後 3 時から第 7 回定

期総会が八仙閣（福岡市博多区）で開催され、会

員97社のうち88社の出席（内委任状提出49社）

で行われました。

　小川理事（㈱九レンリースサービス）の司会に

より、中園副支部長（㈱ショージ）の開会の辞で

始まり、峰平支部長より開会の挨拶がありました。

　挨拶のなかでは、支部長のバトンを引き継いだ

昨年度の活動の報告と業界の地位向上というテー

マのもと地域共生、災害に対する守り手としての

信頼される協会を目指して一歩一歩頑張るという

決意が示されました。

　審議に先立ち、加治総務企画委員長（㈱カネイ

チ）を議長に選任し、議長から井上理事（㈱井上

建機リース）、村橋理事（コマツカスタマーサ

ポート㈱）を議事録署名人として指名され承認さ

れました。

　議案は以下の6議案が提出されました。

　第 1 号議案　平成30年度事業報告

　第 2 号議案　平成30年度収支決算報告、監査報告

　第 3 号議案　平成31年（令和元年）度事業計画

　第 4 号議案　平成31年（令和元年）度収支報告

　第 5 号議案　役員の補充・変更に関する件

　第 6 号議案　その他

　監査結果報告は桑理事が行い、第 1 号議案から

第 5 号議案まですべての議案は承認され、第 6 号

議案については意見を求めましたが特になく審議

は終了しました。

　永島副支部長（熊本中央リース㈱）が閉会の辞

を述べ総会は全て終了しました。

　引き続き永年勤続優秀社員表彰が行われ、20

年以上優秀社員18名、10年以上勤務優秀社員 7

社12名に対し 8 名の出席者があり、峰平支部長

より感謝状並びに記念品が贈呈されました。

　続いて昨年度中に入会された正会員 ㈲西和建

機の扇山拓也氏、㈱カナモトの渋佐秀美氏、キデ

ンリース㈱の田北圭三氏、㈱電動舎の三輪芳博氏、

㈱アクティオの橋爪正一氏、㈱キナンの中家理文

氏、賛助会員 ㈱タダノの眞田淳二氏より入会挨

拶が行われました。

　賛助会の副会長の本島秀章氏（北越工業㈱）が

異動のため後任に吉川公平氏（北越工業㈱）が就

任したことが報告され、会長の小笠原茂氏（ユア

サ商事㈱）、副会長の西田直彰氏（デンヨー㈱）、

吉川公平氏（北越工業㈱）、会計監査の中内直孝

氏（範多機械㈱）の挨拶が行われました。

　その後、株式会社デンヨー、ヤンマー建機株式

会社、やまびこジャパン株式会社の3社より製品

紹介が約 1 時間行われ、場所を変えて八仙閣の大

ホールにて正会員、賛助会員含めた懇親会が盛大

に催されました。
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事務局　藤 井 　 正

　今年度の福岡県部会の主な活動は以下の通りです。
　5月16日（木）　総会
　5月16日（木）　第1回役員会
　7月18日（木）　第2回役員会
　8月27日（火）　大納涼会
　9月11日（水）　第3回役員会
11月27日（水）　忘年会

　第4回定期総会
　5 月16日（木）福岡市の大博多ビルにおきまして令
和元年度第 4 回定期総会を行いました。福岡県部会
の会員も42社に増え、委任状提出が21社、総会出席
は17社の方に参加いただき各議案が承認されました。
終了後、懇親兼ねた昼食会を実施しました。
 

　大納涼会
　今年度は初めての企画として大納涼会を行いまし
た。いつも会員企業の代表者の方の集まりが多かっ
たので、社員の方も多く参加できるイベントを企画
しようということになりました。まずは会員のみな
さんにアンケートを取り、役員の方よりいろいろ意

見をいただいて 8 月27日（火）に博多駅近くにあるホ
テルWITH THE STYLE FUKUOKAで大納涼会と
銘打って実施しました。
　当日は朝から長崎方面では大雨警報がでる荒れた
天候で、福岡でも強い雨が降り続く最悪の天気にも
かかわらず、31社86名の方に集まっていただきまし
た。また女性の方も10名参加いただきました。
　㈱九州建産 太田県部会長の挨拶のあと日立建機日
本㈱ 桑理事による乾杯を行い、ホテルのおしゃれな
食事を楽しんでもらいました。
　そのあと食事しながら豪華賞品を当てるビンゴ
ゲームを行いました。㈱九レンリースサービス 小川
理事が軽妙な司会で場を盛り上げ、早いもの順で好
きな商品を選んでもらいました。カタログギフトや
各種カード、お酒などいい商品はあっという間にな
くなりました。
　最後にホテルから頂いたディナー券を太田県部会
長対全員のじゃんけん大会を行いアトラクションは
全て終了しました。
　福岡県でも大雨警報などが出始めたため予定より
早めに切り上げ、中締めをコマツカスタマーサポー
ト㈱の村橋理事に行っていただき会は終了しました。

　忘年会
　11月27日（水）に忘年会を実施しました。例年より
も申し込みが多く最終的に21社31名の会員の方に参
加いただきました。30分近く時間をオーバーするぐ
らい話が盛り上がり、情報交換を行ったり懇親を深
めたりして会は終了しました。

福岡県支部福岡県支部支部だより
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　今年度の福岡県部会の主な活動は以下の通りです。
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　5月16日（木）　第1回役員会
　7月18日（木）　第2回役員会
　8月27日（火）　大納涼会
　9月11日（水）　第3回役員会
11月27日（水）　忘年会

　第4回定期総会
　5 月16日（木）福岡市の大博多ビルにおきまして令
和元年度第 4 回定期総会を行いました。福岡県部会
の会員も42社に増え、委任状提出が21社、総会出席
は17社の方に参加いただき各議案が承認されました。
終了後、懇親兼ねた昼食会を実施しました。
 

　大納涼会
　今年度は初めての企画として大納涼会を行いまし
た。いつも会員企業の代表者の方の集まりが多かっ
たので、社員の方も多く参加できるイベントを企画
しようということになりました。まずは会員のみな
さんにアンケートを取り、役員の方よりいろいろ意

見をいただいて 8 月27日（火）に博多駅近くにあるホ
テルWITH THE STYLE FUKUOKAで大納涼会と
銘打って実施しました。
　当日は朝から長崎方面では大雨警報がでる荒れた
天候で、福岡でも強い雨が降り続く最悪の天気にも
かかわらず、31社86名の方に集まっていただきまし
た。また女性の方も10名参加いただきました。
　㈱九州建産 太田県部会長の挨拶のあと日立建機日
本㈱ 桑理事による乾杯を行い、ホテルのおしゃれな
食事を楽しんでもらいました。
　そのあと食事しながら豪華賞品を当てるビンゴ
ゲームを行いました。㈱九レンリースサービス 小川
理事が軽妙な司会で場を盛り上げ、早いもの順で好
きな商品を選んでもらいました。カタログギフトや
各種カード、お酒などいい商品はあっという間にな
くなりました。
　最後にホテルから頂いたディナー券を太田県部会
長対全員のじゃんけん大会を行いアトラクションは
全て終了しました。
　福岡県でも大雨警報などが出始めたため予定より
早めに切り上げ、中締めをコマツカスタマーサポー
ト㈱の村橋理事に行っていただき会は終了しました。

　忘年会
　11月27日（水）に忘年会を実施しました。例年より
も申し込みが多く最終的に21社31名の会員の方に参
加いただきました。30分近く時間をオーバーするぐ
らい話が盛り上がり、情報交換を行ったり懇親を深
めたりして会は終了しました。
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広報委員　臼 木 琢 哉

長崎県支部活動報告
　
　新体制２年目となった長崎支部では、レクレーショ
ン事業では恒例となりました「ボウリング大会」を
予定していたのですが台風により本年度は中止と
なってしましました。また、勉強会として、現場サ
イドの人材育成のために「㈱日商機械リースセン
ターの見学会」を令和２年に計画しております。
リーダー育成研修会へも積極的に参加させていただ
きました。そして、毎年「土木の日」に開催されて
いるDOVOCフェアに今年も参加させていただきま
した。本年度の長崎県支部は学び多き支部を目指す
と共に協会のPRに努めてまいりました。
　
　◆定時総会・定例会
　下記の日程にて定期総会・定例会を開催いたしま
した。
　
【令和１年度　定例会】
第1回定例会　令和1年5月29日（水）長崎バスター
ミナルホテル２F第三会議室
　□日本建設機械レンタル協会九州支部　活動報告
　　5月21日　第1回　九州役員会について
　　・建設機械などレンタル約款の見直しについて
　　・営業時間等統制に関する検討について
　　・賛助会員新規入会について
　　・建設機械レンタル管理士資格取得状況について
　　・その他
　□年間スケジュールについて
　□ボウリング大会について
　　・令和1年7月21日（日）ラッキーボウル
　□勉強会について
　□その他
　
第２回定例会　令和 1年 8月 6日（火）時津ヤスダ
オーシャンホテル　会議室
　□日本建設機械レンタル協会九州支部　活動報告
　　8月1日　第２回　九州役員会について
　　・本部理事・常任理事会支部長合同会議報告
　　・災害情報伝達訓練結果報告
　　・建設機械整備技能士事前講習の件

　　・会員動向の件
　　・環境負荷低減料金について
　　・建設機械レンタル事業実態調査ご協力のお願
　　　いの件
　　・その他
　□ボウリング大会について
　□勉強会について
　□その他

第３回定例会　令和1年12月 3日（火）九十九島ベイ
サイド＆リゾートフラッグス
　□日本建設機械レンタル協会九州支部　活動報告
　　11月25日　第３回　九州役員会について
　　・本部理事会・常任理事会支部長合同会議報告
　　・2019年台風19号被害状況について
　　・登録制度特別員会、流通員会、教育研修員会、
　　　総括委員会　報告
　　・産学官連絡会議の件

　　・リーダー育成研修会の件
　　・新規会員の件
　　・情報交換会、新年賀詞交換会の件
　□土木の日（11月16日）の件
　□商品PR会・忘年会（12月3日）・親睦ゴルフ　
　　（12月 4日）の件
　□勉強会の件
　　㈱日商機械　福岡リースセンター見学会
　　令和2年6月実施予定
　□役員改選の件
　□その他

【令和１年度　第57回定時総会】
定期総会　令和1年5月29日（水）長崎バスターミナ
ルホテル２F第三会議室
　
　◆レクリエーション
　下記の日程にて、会員相互の親睦を深めるべく
「第11回ボウリング大会」の開催を予定したのです
が、残念な事に台風により中止となりました。準備
をしていた景品は参加予定者の方々へ抽選で配らせ
ていただきました。
　
【令和１年度】
令和1年7月21日（日）
ボウリング大会　ラッキーボウル　　中止
　
　◆広報活動

　令和 1年11月16日（土）長崎県「土木の日」実行
委員会が主催する「ＤＯＶＯＣフェア２０１９」に本
年度も協力致しました。毎年恒例となっています操
作体験コーナーですが、今年は述べ150名の方に操
作体験をしていただくことが出来ました。協会のＰＲ

はもちろんですが、体験をした子供たちが土木建築
業界への興味を持つきっかけになり業界がさらに盛
り上がることを期待しています。

　◆忘年会・ゴルフコンペ

　令和1年12月 3日（火）「忘年会」
　開催地　九十九島ベイサイド＆リゾート　
　　　　　フラッグス

　令和1年12月 3日（水）「ゴルフコンペ」
　開催地　佐世保カントリー倶楽部
　　　　　石盛岳ゴルフコース
　　　　　参加者　４組16名
　　　　　優　勝：植松　信洋
　　　　　　　　　（サニー電機工業㈱）
　　　　　準優勝：鈴木　統眞
　　　　　　　　　（酒井重工業㈱）

長崎県支部長崎県支部支部だより
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　令和1年12月 3日（火）「忘年会」
　開催地　九十九島ベイサイド＆リゾート　
　　　　　フラッグス

　令和1年12月 3日（水）「ゴルフコンペ」
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　　　　　石盛岳ゴルフコース
　　　　　参加者　４組16名
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長崎県支部活動報告
　
　新体制２年目となった長崎支部では、レクレーショ
ン事業では恒例となりました「ボウリング大会」を
予定していたのですが台風により本年度は中止と
なってしましました。また、勉強会として、現場サ
イドの人材育成のために「㈱日商機械リースセン
ターの見学会」を令和２年に計画しております。
リーダー育成研修会へも積極的に参加させていただ
きました。そして、毎年「土木の日」に開催されて
いるDOVOCフェアに今年も参加させていただきま
した。本年度の長崎県支部は学び多き支部を目指す
と共に協会のPRに努めてまいりました。
　
　◆定時総会・定例会
　下記の日程にて定期総会・定例会を開催いたしま
した。
　
【令和１年度　定例会】
第1回定例会　令和1年5月29日（水）長崎バスター
ミナルホテル２F第三会議室
　□日本建設機械レンタル協会九州支部　活動報告
　　5月21日　第1回　九州役員会について
　　・建設機械などレンタル約款の見直しについて
　　・営業時間等統制に関する検討について
　　・賛助会員新規入会について
　　・建設機械レンタル管理士資格取得状況について
　　・その他
　□年間スケジュールについて
　□ボウリング大会について
　　・令和1年7月21日（日）ラッキーボウル
　□勉強会について
　□その他
　
第２回定例会　令和 1年 8月 6日（火）時津ヤスダ
オーシャンホテル　会議室
　□日本建設機械レンタル協会九州支部　活動報告
　　8月1日　第２回　九州役員会について
　　・本部理事・常任理事会支部長合同会議報告
　　・災害情報伝達訓練結果報告
　　・建設機械整備技能士事前講習の件

　　・会員動向の件
　　・環境負荷低減料金について
　　・建設機械レンタル事業実態調査ご協力のお願
　　　いの件
　　・その他
　□ボウリング大会について
　□勉強会について
　□その他

第３回定例会　令和1年12月 3日（火）九十九島ベイ
サイド＆リゾートフラッグス
　□日本建設機械レンタル協会九州支部　活動報告
　　11月25日　第３回　九州役員会について
　　・本部理事会・常任理事会支部長合同会議報告
　　・2019年台風19号被害状況について
　　・登録制度特別員会、流通員会、教育研修員会、
　　　総括委員会　報告
　　・産学官連絡会議の件
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　　・リーダー育成研修会の件
　　・新規会員の件
　　・情報交換会、新年賀詞交換会の件
　□土木の日（11月16日）の件
　□商品PR会・忘年会（12月3日）・親睦ゴルフ　
　　（12月 4日）の件
　□勉強会の件
　　㈱日商機械　福岡リースセンター見学会
　　令和2年6月実施予定
　□役員改選の件
　□その他

【令和１年度　第57回定時総会】
定期総会　令和1年5月29日（水）長崎バスターミナ
ルホテル２F第三会議室
　
　◆レクリエーション
　下記の日程にて、会員相互の親睦を深めるべく
「第11回ボウリング大会」の開催を予定したのです
が、残念な事に台風により中止となりました。準備
をしていた景品は参加予定者の方々へ抽選で配らせ
ていただきました。
　
【令和１年度】
令和1年7月21日（日）
ボウリング大会　ラッキーボウル　　中止
　
　◆広報活動

　令和 1年11月16日（土）長崎県「土木の日」実行
委員会が主催する「ＤＯＶＯＣフェア２０１９」に本
年度も協力致しました。毎年恒例となっています操
作体験コーナーですが、今年は述べ150名の方に操
作体験をしていただくことが出来ました。協会のＰＲ

はもちろんですが、体験をした子供たちが土木建築
業界への興味を持つきっかけになり業界がさらに盛
り上がることを期待しています。

　◆忘年会・ゴルフコンペ

　令和1年12月 3日（火）「忘年会」
　開催地　九十九島ベイサイド＆リゾート　
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　　　　　優　勝：植松　信洋
　　　　　　　　　（サニー電機工業㈱）
　　　　　準優勝：鈴木　統眞
　　　　　　　　　（酒井重工業㈱）
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広報委員　青 木 浩 二

【第38回　定期総会】
　令和元年５月29日（水）ホテル日航ガーデンバケッ
トにて、第38回定期総会が行われました。正会員13
社　20名、賛助会21社　26名が出席されました。
　第１号から４号議案まで、満場一致で可決されま
した。
　午前中は、スポルト熊本にて正会員、賛助会総勢
32名にてボウリング大会が行われ熱戦が繰り広げら
れました。

【建設機械整備技能士２級受験準備講習】
　６月30日（日）ヤンマー建機株式会社工場にてヤ
ンマー建機様の協力のもと、建設機械２級整備士の
事前講習を行いました。

【ボウリング大会】
　９月１日（日）パスカワールド宇土店にて熊本県
建設機械器具リース業協会ボウリング大会を開催い
たしました。
　参加30チーム120名による、熱い投げ合いが繰り
広げられました。毎年、このボウリング大会が楽し
みの社員も、多数見受けられます。
　今年は、三和リースＡの優勝、個人男子は三和
リースＡのカミさん、女子はショージＡのサンショ
ウさんでした。選手・応援の皆さん、役員の皆さん
お疲れ様でした。

　
【i-construction 勉強会】
　10月７日　コマツICT研修所さんの協力のもと
ICTの勉強会を行いました。

【親和会GC】
　10月５日　チサンカントリークラブ御船にて、親
和会ゴルフコンペが開催されました。参加16名　４
チームによる熱い戦いと親睦を深めました。

　
【研修旅行】
　10月12日～15日　３泊４日にて、フィリピンのマニ
ラへ研修旅行に行きました。
　当初は、香港、マカオでしたが香港民主化デモに
より急きょ行先変更となりましたが14社15名の参加
で、楽しい研修旅行が出来ました。
　現在、日本の平均年齢は47才でひょうたん型の年
齢層ですが、フィリピンは24才とピラミッド型の年
齢層となっています。人口は１億人ですが、10年後
には日本の人口を追い越すそうです。人口増加によ
り、新しいマンションやビル等の建築ラッシュに沸
いています。

【フロント・事務員研修会】
　11月７日　ホテル熊本テルサにて、第１回フロン
ト・事務員の研修会を行いました。
　令和元年のスローガンであります「全協会員の結
束と、魅力ある協会への成長」のもと、実務者向け
の研修を開催いたしました。
　日常業務においてフロント・事務職の皆さんの更
なるスキルアップを目指し、株式会社きらりコーポ
レーション代表　塚本　薫氏を講師に招き「価値観の
違いと素質について＆コミュニケーション実践」を
題に参加会社11社　45名（内３名協会役員）による
研修が、行われました。研修の後は、ホテル内の昼
食会場にて親睦会が行われました。

　
【忘年会】
　11月27日　ホテル日航熊本にて、忘年会を行いま
した。忘年会の前に、近くのボウリング場にてボウ
リング大会を行い忘
年会へと移りました。
　正会員1 5社 　 1 8
名、賛助会21社　29
名、計47名の参加に
て萩原会長のあいさ
つを頂き、忘年会が
行われました。ま
た、二次会も大変盛
り上がりました。

熊本県支部熊本県支部支部だより
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広報委員　青 木 浩 二

【第38回　定期総会】
　令和元年５月29日（水）ホテル日航ガーデンバケッ
トにて、第38回定期総会が行われました。正会員13
社　20名、賛助会21社　26名が出席されました。
　第１号から４号議案まで、満場一致で可決されま
した。
　午前中は、スポルト熊本にて正会員、賛助会総勢
32名にてボウリング大会が行われ熱戦が繰り広げら
れました。

【建設機械整備技能士２級受験準備講習】
　６月30日（日）ヤンマー建機株式会社工場にてヤ
ンマー建機様の協力のもと、建設機械２級整備士の
事前講習を行いました。

【ボウリング大会】
　９月１日（日）パスカワールド宇土店にて熊本県
建設機械器具リース業協会ボウリング大会を開催い
たしました。
　参加30チーム120名による、熱い投げ合いが繰り
広げられました。毎年、このボウリング大会が楽し
みの社員も、多数見受けられます。
　今年は、三和リースＡの優勝、個人男子は三和
リースＡのカミさん、女子はショージＡのサンショ
ウさんでした。選手・応援の皆さん、役員の皆さん
お疲れ様でした。

　
【i-construction 勉強会】
　10月７日　コマツICT研修所さんの協力のもと
ICTの勉強会を行いました。

【親和会GC】
　10月５日　チサンカントリークラブ御船にて、親
和会ゴルフコンペが開催されました。参加16名　４
チームによる熱い戦いと親睦を深めました。

　
【研修旅行】
　10月12日～15日　３泊４日にて、フィリピンのマニ
ラへ研修旅行に行きました。
　当初は、香港、マカオでしたが香港民主化デモに
より急きょ行先変更となりましたが14社15名の参加
で、楽しい研修旅行が出来ました。
　現在、日本の平均年齢は47才でひょうたん型の年
齢層ですが、フィリピンは24才とピラミッド型の年
齢層となっています。人口は１億人ですが、10年後
には日本の人口を追い越すそうです。人口増加によ
り、新しいマンションやビル等の建築ラッシュに沸
いています。

【フロント・事務員研修会】
　11月７日　ホテル熊本テルサにて、第１回フロン
ト・事務員の研修会を行いました。
　令和元年のスローガンであります「全協会員の結
束と、魅力ある協会への成長」のもと、実務者向け
の研修を開催いたしました。
　日常業務においてフロント・事務職の皆さんの更
なるスキルアップを目指し、株式会社きらりコーポ
レーション代表　塚本　薫氏を講師に招き「価値観の
違いと素質について＆コミュニケーション実践」を
題に参加会社11社　45名（内３名協会役員）による
研修が、行われました。研修の後は、ホテル内の昼
食会場にて親睦会が行われました。

　
【忘年会】
　11月27日　ホテル日航熊本にて、忘年会を行いま
した。忘年会の前に、近くのボウリング場にてボウ
リング大会を行い忘
年会へと移りました。
　正会員1 5社 　 1 8
名、賛助会21社　29
名、計47名の参加に
て萩原会長のあいさ
つを頂き、忘年会が
行われました。ま
た、二次会も大変盛
り上がりました。

熊本県支部熊本県支部支部だより

【第38回　定期総会】
　令和元年５月29日（水）ホテル日航ガーデンバケッ
トにて、第38回定期総会が行われました。正会員13
社　20名、賛助会21社　26名が出席されました。
　第１号から４号議案まで、満場一致で可決されま
した。
　午前中は、スポルト熊本にて正会員、賛助会総勢
32名にてボウリング大会が行われ熱戦が繰り広げら
れました。

【建設機械整備技能士２級受験準備講習】
　６月30日（日）ヤンマー建機株式会社工場にてヤ
ンマー建機様の協力のもと、建設機械２級整備士の
事前講習を行いました。

【ボウリング大会】
　９月１日（日）パスカワールド宇土店にて熊本県
建設機械器具リース業協会ボウリング大会を開催い
たしました。
　参加30チーム120名による、熱い投げ合いが繰り
広げられました。毎年、このボウリング大会が楽し
みの社員も、多数見受けられます。
　今年は、三和リースＡの優勝、個人男子は三和
リースＡのカミさん、女子はショージＡのサンショ
ウさんでした。選手・応援の皆さん、役員の皆さん
お疲れ様でした。

　
【i-construction 勉強会】
　10月７日　コマツICT研修所さんの協力のもと
ICTの勉強会を行いました。

00

【親和会GC】
　10月５日　チサンカントリークラブ御船にて、親
和会ゴルフコンペが開催されました。参加16名　４
チームによる熱い戦いと親睦を深めました。

　
【研修旅行】
　10月12日～15日　３泊４日にて、フィリピンのマニ
ラへ研修旅行に行きました。
　当初は、香港、マカオでしたが香港民主化デモに
より急きょ行先変更となりましたが14社15名の参加
で、楽しい研修旅行が出来ました。
　現在、日本の平均年齢は47才でひょうたん型の年
齢層ですが、フィリピンは24才とピラミッド型の年
齢層となっています。人口は１億人ですが、10年後
には日本の人口を追い越すそうです。人口増加によ
り、新しいマンションやビル等の建築ラッシュに沸
いています。

【フロント・事務員研修会】
　11月７日　ホテル熊本テルサにて、第１回フロン
ト・事務員の研修会を行いました。
　令和元年のスローガンであります「全協会員の結
束と、魅力ある協会への成長」のもと、実務者向け
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広報委員　財 前 　 薫

　令和元年 4 月 8 日（月）、大分県協会会計監査が、
大分県交通会館事務局において行われました。

　令和元年4月11日（木）、大分県協会役員会が大分
県交通会館会議室において行われました。

　令和元年5月21日（火）、博多区八仙閣にて、九州
支部役員会・総会に出席しました。

　令和元年5月29日（水）、ホテル日航大分オアシス
タワーにて、平成30年度大分県協会通常総会を開催
しました。総会開催前に、恒例となっている親睦
チャリティーゴルフコンペを行いました。ちょっと
曇り空ではありましたが日差しも穏やかで、18名が
楽しくプレーする事が出来ました。その後通常総会
を開催し、総会資料内容について協議してもらいす
べて承認されました。今回は大分県生活環境部　防
災局　防災対策企画課　防災企画班　主幹　山口　満様
より「南海トラフ地震と防災について」の講演が行
われました。総会の終了後にはコンペ表彰式をかね
た懇親会が開かれ、賛助会の方々も多数ご出席頂き、
大いに賑わいました。今年から、賛助会西原会長が
転勤のため、ヤンマー建機㈱佐藤様に会長職が引き
継がれました。長い間本当にお世話になりました。
ありがとうございました。

　令和元年 6月11日（火）、5月総会懇親会でご協力
戴いた募金を、日本赤十字社大分県支部へ義援金と
して寄付しました。

　令和元年8月 1日（木）、ホテル日航大分オアシス
タワーにて、九州支部役員会が大分県にて行われま
した。

　令和元年8月27日（火）、大分県協会役員会および
会員会議が大分県交通会館会議室において行われま
した。

　令和元年9月 7日（土）、大分市タワーボールにて
親睦ボーリング大会が行われました。今年は16チー
ム64名が、チームの名誉をかけて頑張りました。

優勝はいすゞ自動車チーム様、個人優勝はいすゞ自
動車　田所　晃二様でした。豊の国健康ランドで行わ
れた懇親会・表彰式も和気あいあいと、交流が深
まったと思います。また例年にも増して、各会社の
新入・若手社員が多数ご参加戴きました。

　令和元年9月26日（木）、国東重販㈱本社にて、特
定家畜伝染病防疫対策チーム（B-SAT）の研修が行
われました。㈱ナカノより会長他4名の方が来て頂
き、国東重販と共同で機器の講習を行いました。ヤ
ンマー建機㈱佐藤様も来て頂き、細かい説明ができ
たと思います。今回はかなり涼しい中だったので、
皆さんリラックスして取り組んでいました。中野会長
からのジュースの差入れ、ありがとうございました。

　令和元年11月 7日（木）、大分県特定家畜伝染病防
疫演習が行われました。今年の演習場所は玖珠町
B＆G海洋センター体育館で、総防疫訓練にかかる
様々な資機材を搬入しました。さわやかな秋晴れの
下、重機も使用して本番と見紛う訓練が行われまし
た。また今回も、多くの見学者がいらっしゃってい
ました。

　令和元年11月25日（月）、ホテルレクストン鹿児島
にて、九州役員会に出席しました。

　令和元年11月28日（木）、ホテル日航大分オアシス
タワーにおいて、大分県協会親睦チャリティーゴル
フコンペ・忘年親睦会が行われました。ゴルフコン
ペでは珍しく雨になりましたが、皆さん元気にプ
レーされておりました。懇親会に先立って、大分県
警察本部　交通部　交通企画課　課長補佐　三ヶ尻　一
朗様より、道路交通法改正にともなう講習が行われ
ました。忘年会・ゴルフコンペ表彰式では、やまび
こジャパン㈱　島本　卓様が初優勝を勝ち取りました。
そしてなんと！後半戦INコース12番ショートで国東
重販㈱　財前　功様がホールインワンを達成しました。
「これでもうゴルフ道に思い残すことは無い！」と
のことでした。どちら様も誠におめでとうございま
す。

　令和元年12月11日（火）、忘年会・ゴルフコンペ表
彰式でご協力頂いた募金を、日本赤十字社大分県支
部へ寄付しました。平成16年12月より始まったこの
募金も20回をこえ、毎年かかさず行った寄付金総額
は100万円を上回っており、今後も継続して皆様に
協力をお願いしたいと思います。この募金は毎年の
締めとしてふさわしいです。

　令和元年12月20日（金）、大分県生活環境防災局と
『災害等における機器等の提供に関する協定』を結
びました。これからも地域社会に貢献できる協会で
ありたいと願います。

大分県支部大分県支部支部だより
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広報委員　財 前 　 薫
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まったと思います。また例年にも増して、各会社の
新入・若手社員が多数ご参加戴きました。

　令和元年9月26日（木）、国東重販㈱本社にて、特
定家畜伝染病防疫対策チーム（B-SAT）の研修が行
われました。㈱ナカノより会長他4名の方が来て頂
き、国東重販と共同で機器の講習を行いました。ヤ
ンマー建機㈱佐藤様も来て頂き、細かい説明ができ
たと思います。今回はかなり涼しい中だったので、
皆さんリラックスして取り組んでいました。中野会長
からのジュースの差入れ、ありがとうございました。

　令和元年11月 7日（木）、大分県特定家畜伝染病防
疫演習が行われました。今年の演習場所は玖珠町
B＆G海洋センター体育館で、総防疫訓練にかかる
様々な資機材を搬入しました。さわやかな秋晴れの
下、重機も使用して本番と見紛う訓練が行われまし
た。また今回も、多くの見学者がいらっしゃってい
ました。

　令和元年11月25日（月）、ホテルレクストン鹿児島
にて、九州役員会に出席しました。

　令和元年11月28日（木）、ホテル日航大分オアシス
タワーにおいて、大分県協会親睦チャリティーゴル
フコンペ・忘年親睦会が行われました。ゴルフコン
ペでは珍しく雨になりましたが、皆さん元気にプ
レーされておりました。懇親会に先立って、大分県
警察本部　交通部　交通企画課　課長補佐　三ヶ尻　一
朗様より、道路交通法改正にともなう講習が行われ
ました。忘年会・ゴルフコンペ表彰式では、やまび
こジャパン㈱　島本　卓様が初優勝を勝ち取りました。
そしてなんと！後半戦INコース12番ショートで国東
重販㈱　財前　功様がホールインワンを達成しました。
「これでもうゴルフ道に思い残すことは無い！」と
のことでした。どちら様も誠におめでとうございま
す。

　令和元年12月11日（火）、忘年会・ゴルフコンペ表
彰式でご協力頂いた募金を、日本赤十字社大分県支
部へ寄付しました。平成16年12月より始まったこの
募金も20回をこえ、毎年かかさず行った寄付金総額
は100万円を上回っており、今後も継続して皆様に
協力をお願いしたいと思います。この募金は毎年の
締めとしてふさわしいです。

　令和元年12月20日（金）、大分県生活環境防災局と
『災害等における機器等の提供に関する協定』を結
びました。これからも地域社会に貢献できる協会で
ありたいと願います。
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❖後藤会長挨拶 ❖審議風景

00

（開催日：令和元年６月６日）
（１）平成30年度決算及び事業活動報告
（２）令和元年度予算及び事業計画案

（３）その他

《後藤会長挨拶の要旨》
　我々を取り巻く環境は、レンタル需要の減少や新
規参入及び店舗拡大に伴う競争の激化に加え、週休
２日制や有給休暇の取得義務化といった働き方改革
への対応、従業員の高齢化、ｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ
の推進に伴うＩＣＴ建機への対応、環境適合車の適
正価格による拡大といった課題が山積していること
を指摘。
　課題解決に向けて、個別企業での対応が求められ
る一方、会員が意見や情報を交換する中で、解決の
糸口が見えてくることもあるので、会の結束力を高
めていく考えを示した。
　また、関係団体や行政と連携した大規模災害への
協力体制について検証するとともに、各種事業に対
する会員の理解と協力を要請した。
　令和元年度事業計画
（１）会員相互の連携強化
　　　■代表者会議及び情報交換会の定期開催
（２）働き方改革及び人材確保への取り組み
　　　■人材教育の推進・週休２日制の試行
（３）環境問題及びレンタル取引正常化への取り組み
　　　■適正な競争のもとに、企業として存続可能
　　　　な取引の再構築に取り組み継続。
（４）その他

【宮崎県建設機械器具リース業協会 第35回定期総会】

（開催日：令和元年９月23日）
　議題：宮崎県内及び九州地区におけるレンタル業
　　　　界の動向についての情報交換
　　　　■四次排ガス機及びＩＣＴ建機等

【定例会（代表者会議）開催】

（開催日：令和元年12月17日）
　議題：宮崎県内及び九州地区におけるレンタル業
　　　　界の動向についての情報交換
　　　　■会議に前後して忘年コンペと懇親会を実
　　　　　施した。

【定例会（代表者会議）・忘年会開催】

（開催日：令和元年11月1日）
　宮崎県リース業協会・宮崎県建設業協会等正会員
26団体が、直面する課題に関し広く意見を求め、各
団体が連携して改善に取組むとともに、行政へ要望
活動を行う。
　議題：（１）各団体が抱える喫緊の課題等について
　　　■担い手確保
　　　■働き方改革
　　　■後継者育成　他
（２）発注者及び建設業協会への要望
　　　■設計・労務単価の引き上げ
　　　■最低制限価格の引き上げ
　　　■働き方改革推進への経営（財政）支援
　　　■発注の平準化→早期発注と適切な工期の確
　　　　保・バランスの取れた発注
　　　■国土強靭化対策の継続　他
　　　■発注者指定型の四次排ガス対策機械使用現
　　　　場の導入（当協会から）
（３）その他
　　　■アフリカ豚コレラ防疫対策について
　　　■不調・不落対策について
　　　■建設現場第２土曜日一斉閉所の
　　　　実施状況について　他

【宮崎県建設産業団体連合会事務局会議】

広報委員　伊 豆 隆 夫宮崎県支部宮崎県支部支部だより

14



00

広報委員　宮 内 宏 智

鹿児島支部31年度活動です。
…の前に、昨年度12月 忘年会報告から
　毎年、鹿児島では忘年会前にAGO会というゴルフ
コンペを開催しています。
「天気よければ、すべてよし！」
ここで一口メモ（鹿児島弁講座）
AGO（あご）とは「文句」「言い訳」「屁理屈」を含
め鹿児島ではそれを「ぎ」とも言います。それも少
し丁寧にすると「あご」となりますかな～？！
まっ！　使うと簡単鹿児島弁（笑）
　文句を言うな　→　ぎをゆなっ！
　文句を言うな　→　あごをゆなっ！
　ぎをゆなっ　＝　あごをゆなっ
と、なります。鹿児島弁は奥が深い（笑）
　言うな　＝　ゆなっ　です。

　
その後忘年会へ

　
　鹿児島で一番
　ちゃんこの美味しい
　「朝の海」

３月　賛助会　メーカーさんの送別会
　鹿児島支部では移動の時には必ず激励を込め、送
別会を開催しています。お三方には大変感謝してお
ります。新天地でも頑張ってください！
　北越工業　佐藤さん　　日立建機　鬼塚さん
　ユアサ　上田さん

　
それでは31年度報告
　４月　総会
　５月　定例会
　６月　定例会　技能研修
　８月　暑気払い
　９月　定例会
　10月　スポーツ大会【ゴルフ】
　12月　忘年会（のち報告）
　
　平成時代が終わり【令和】へと歴史がかわるこの
素晴らしい時に、今期も元気よく鹿児島リース協会
スタートです。
　支部長のカネイチ、加治さんの素晴らしいリーダ
シップよる協会の技術向上と融和を遺憾なく発揮
し、女房役の副支部長、第一機械、坂本さんによる
適材適所による舵取りで鹿児島レンタル協会はいつ
も会員メンバー笑顔が絶えない協会として邁進して
います。

４月　総会
　会員、賛助会員合わせ48名の参加で総会は厳粛に
執り行われました。平成30年度事業活動報告・収支
決算報告、続いて平成31年度事業活動（案）など色々
な意見交換がなされ、承認されました。
講演会ではKAGO食スポーツの田畑綾美先生を招い
て「食と健康について」を講演頂きました。

　懇親会の中では支部長がワインに最近こっている
という事もあり、ソムリエによる利きワイン大会を
実施。
　３つのワイン
価格を当てると
いったゲーム
　 1,000円
　 3,000円
　10,000円

　
　私の中では美味しいのが安い、口当たりが重いの
が高いって思い挑戦いたました。結果は全問正解！

８月　毎年恒例暑気払い　参加者30名
暑い夏を吹き飛ばせ

11月11日、島津カントリーにて
　会員、賛助会合わせて、24名参加者で開催！
　この日はクラブ選手権の決勝を開催の為、かなり
の難易度の高いコンディションとなっていました！

　その中、優勝 デン
ヨー㈱ 福永 様、とても
素晴らしいです！　尚、
ベスグロはヤンマー建機
㈱ 新田一美 様でした。

鹿児島県支部鹿児島県支部支部だより
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公認スポーツ栄養士。主に中高
生アスリートの健全な発育発達
やパフォーマンス向上のために
「気づく」「わかる」「実践す
る」ためのサービスを提供。選
手の食の自立を目指して、料理
が苦手な選手でも作れる簡単・
お手軽レシピを紹介。

鹿児島支部31年度活動です。
…の前に、昨年度12月 忘年会報告から
　毎年、鹿児島では忘年会前にAGO会というゴルフ
コンペを開催しています。
「天気よければ、すべてよし！」
ここで一口メモ（鹿児島弁講座）
AGO（あご）とは「文句」「言い訳」「屁理屈」を含
め鹿児島ではそれを「ぎ」とも言います。それも少
し丁寧にすると「あご」となりますかな～？！
まっ！　使うと簡単鹿児島弁（笑）
　文句を言うな　→　ぎをゆなっ！
　文句を言うな　→　あごをゆなっ！
　ぎをゆなっ　＝　あごをゆなっ
と、なります。鹿児島弁は奥が深い（笑）
　言うな　＝　ゆなっ　です。

　
その後忘年会へ

　
　鹿児島で一番
　ちゃんこの美味しい
　「朝の海」

３月　賛助会　メーカーさんの送別会
　鹿児島支部では移動の時には必ず激励を込め、送
別会を開催しています。お三方には大変感謝してお
ります。新天地でも頑張ってください！
　北越工業　佐藤さん　　日立建機　鬼塚さん
　ユアサ　上田さん

　
それでは31年度報告
　４月　総会
　５月　定例会
　６月　定例会　技能研修
　８月　暑気払い
　９月　定例会
　10月　スポーツ大会【ゴルフ】
　12月　忘年会（のち報告）
　
　平成時代が終わり【令和】へと歴史がかわるこの
素晴らしい時に、今期も元気よく鹿児島リース協会
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　支部長のカネイチ、加治さんの素晴らしいリーダ
シップよる協会の技術向上と融和を遺憾なく発揮
し、女房役の副支部長、第一機械、坂本さんによる
適材適所による舵取りで鹿児島レンタル協会はいつ
も会員メンバー笑顔が絶えない協会として邁進して
います。

４月　総会
　会員、賛助会員合わせ48名の参加で総会は厳粛に
執り行われました。平成30年度事業活動報告・収支
決算報告、続いて平成31年度事業活動（案）など色々
な意見交換がなされ、承認されました。
講演会ではKAGO食スポーツの田畑綾美先生を招い
て「食と健康について」を講演頂きました。
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　懇親会の中では支部長がワインに最近こっている
という事もあり、ソムリエによる利きワイン大会を
実施。
　３つのワイン
価格を当てると
いったゲーム
　 1,000円
　 3,000円
　10,000円

　
　私の中では美味しいのが安い、口当たりが重いの
が高いって思い挑戦いたました。結果は全問正解！

８月　毎年恒例暑気払い　参加者30名
暑い夏を吹き飛ばせ

11月11日、島津カントリーにて
　会員、賛助会合わせて、24名参加者で開催！
　この日はクラブ選手権の決勝を開催の為、かなり
の難易度の高いコンディションとなっていました！

　その中、優勝 デン
ヨー㈱ 福永 様、とても
素晴らしいです！　尚、
ベスグロはヤンマー建機
㈱ 新田一美 様でした。

16



00

広報委員　小笠原 茂賛助部会賛助部会賛助会だより

賛助部会活動報告

　　１月23日　新年賀詞交歓会参加

　　１月24日　新春懇親ゴルフコンペ参加

　　５月16日　賛助部会総会開催　20社　21名様参加

　　　　　　　八仙閣において、賛助部会総会を開催致しました。

　　　　　　　活動報告・決算報告・活動計画・予算について討議致しました。

　　５月21日　日本建設機械レンタル協会九州支部定期総会参加

　　５月22日　懇親ゴルフコンペ参加

　　６月12日　広報委員会参加

今年も、会員様のお役に立てる活動を心掛けて参ります。
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　　５月21日　日本建設機械レンタル協会九州支部定期総会参加

　　５月22日　懇親ゴルフコンペ参加

　　６月12日　広報委員会参加

今年も、会員様のお役に立てる活動を心掛けて参ります。

協 会 か ら の お 知 ら せ

仮　

1．第１回役員会
　令和元年５月21日（火）13：30～14：４5　八仙閣
にて第１回役員会を開催しました。総会に先立ち以
下の内容について報告、審議、協議を行ないました。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）流通委員会（WEB会議）報告
九州支部報告事項
　1 ）総会運営について
　2 ）海外研修旅行について　行先マレーシア
【審議事項】
　1 . 新規入会申請　賛助会　荒井商事㈱
　　 満場一致にて承認されました。
　2 . 総会議案書
　　 議案書内容について役員会の承認を得ました。
【協議事項】
　1 . 年間スケジュールについて
　2 . 事務所家賃値上げについて
【その他】
　1 . 各県部会報告事項など
　2 . 協会スケジュール

　
2．建設機械整備技能士検定試験事前講習会
　今年度も事前講習会を熊本、鹿児島の２か所で実
施しました。
　鹿児島県部会では実技事前講習会を令和元年６月
１日（土）にポリテクセンター鹿児島で実施しました。
　熊本県部会では実技事前講習会を令和元年６月30
日（日）にヤンマー建機㈱熊本支店で、また学科事前
講習会を８月10日（土）に同じくヤンマー建機㈱熊本
支店で行いました。

3．広報委員会
　令和元年６月12日（水）15：10～16：30　協会事務
所にて行いました。
　参加者は９名（欠席１名）で、会報レンタル九州

47号の編集について検討しました。分担は以下の通
りに決まりました。
　1. 表紙　　　　　　事務局
　2. 各県支部便り　　各県委員
　3. カメラ散歩、お勧めスポット、オピニオンにつ
　　いて
　　カメラ散歩　　　　佐賀
　　おすすめスポット　熊本
　　オピニオン　　　　長崎、福岡、賛助会
　4. 随筆の件　　今回までは佐藤末喜氏に依頼
　5. 新会員紹介の件　　定型フォーマットで極力書
　　いてもらう。
　6. 海外研修報告について　埴生委員

　
4．第１回運営会議
　令和元年７月17日（水）12：00～14：30　銀香梅
にて行いました。
　次回役員会の内容について検討し、環境負荷低減
料金については協議事項で情報提供することになり
ました。WEB会議導入も可能な範囲で実施してみ
ようという話になりました。　

5．流通委員会
　令和元年７月17日（水）15：00～17：00　協会事
務所にて行いました。

　今年度事業内容検討として、昨年まで大手広域懇
談会として行っていた会を、大手広域会社も地場会
社も同列で一緒に考える場として、情報交換会とし
て実施することになりました。日程は賀詞交歓会と
同じ日の午後に行い、業務上の課題解決のヒントを
得たり、改善点や工夫を共有できる場にしようと決
まりました。
　
6．第2回九州役員会
　令和元年８月１日（木）14：00～17：00　ホテル
日航大分 オアシスタワーにて本部 福山副会長、東
京支部 小松崎支部長もオブザーバーとして参加いた
だき行いました。内容は以下の通りです。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）本部理事会報告（5/24、7/10）
　2 ）流通委員会（7/9）
九州支部報告事項
　1 ）総会実施報告 
　2 ）海外研修旅行報告
　　 マレーシア研修について冨安副支部長より報告
　　 がありました。
　3 ）役員連絡体制表 更新版
　4 ）事業別予算案 
　5 ）広報委員会報告
　6 ）可発技術者講習報告 
　7 ）災害情報伝達訓練結果報告
　8 ）建設機械整備技能士事前講習 本部助成金申請
　　 の件
　9 ）九建日報暑中見舞い広告
　10）第３回役員会 11月25日 鹿児島　
　11）会員動向　
　　 正会員入会　㈱キナン（3月）　97社
　　 賛助会員入会　㈱タダノ、荒井商事㈱（5月）
　　 退会　JA三井リース（3月）　　37社
　12）無人化施工訓練協力依頼の件　
　13）レンタル業実態調査実施の件
【審議事項】
　1 ）新規入会申請　㈱クマケン（熊本）
　　 満場一致にて承認されました。
【協議事項】
　1 ）環境負荷低減料金について
　　 ４次排機器のレンタル料金について情報共有を
　　 行いました。
　2 ）本部助成金（技能士事前研修）の配分について

　3 ）リーダー育成研修について
　4 ）情報交換会について（流通委員会報告）
【その他】
　1 ）事務所賃料値上げ要請について
　　 坪単価を1000円（税抜き）値上げすることで
　　 家主と話が付きました。
　2 ）WEB会議について
　3 ）各県部会報告事項など
　4 ）協会スケジュール

　
7．教育研修委員会
　令和元年８月29日（木）12：00～14：30　協会事務
所にて行いました。
　11月予定のリーダー育成研修についての詳細内容
の検討を行いました。二部構成で行い、第一部は九
州地方整備局に九州地方の防災について話をしても
らい、二部では昨年管理者講習会の講師をやってい
ただいたプレスタイム九州の米澤先生にチーム力強
化について研修していただくことになりました。

　
8．第2回運営会議
　令和元年10月25日（月）15：00～17：10　協会事務
所にて行いました。
　次回役員会内容について打合せを行いました。新
規会員申請は候補が2社あり、事務局でフォローす

ることになりました。また福島理事が今年末で㈱ソ
クトを退職されることになり役員が交代することに
なります。情報交換会については、次回役員会にて
役員の意見を聞いて決定することになりました。職
員給与規定変更については福岡市助成金センターへ
の助成金申請で指摘があった部分及びそれ以外につ
いて次回役員会で審議することになりました。

　
9．第3回九州役員会
　令和元年11月25日（月）14：00～17：00　ホテルレ
クストン鹿児島にて㈱ソクト中島社長も参加いただ
き行いました。内容は以下の通りです。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）本部常任理事会・支部長会議報告（10/18）
　2 ）流通委員会報告（10/17）
　3 ）教育委員会報告（11/11）
九州支部報告事項
　1 ）ＩＣＴ産官学連携会議報告
　2 ）可発技術者講習試験結果
　3 ）リーダー育成研修実施報告
　4 ）上期収支実績及び年度見込について
　5 ）九建日報暑中見舞い広告の件
　6 ）九建日報年賀広告（30,600円）の件
　7 ）レンタル九州公告収入の件　47号は昨年より
　　 ２社増え13社より出稿
　8）会費未納状況
　9）第４回役員会 ３月25日 熊本
　10）会員動向　正会員　㈱クマケン（8月）98社
【審議事項】
　1 ）新規入会申請　正会員　株式会社コンフォート
　　 全会一致で承認されました。
　2 ）福島理事退任の件
　　 同じく㈱ソクトより選出いただくようお願い
　　 しています。

　3 ）情報交換会実施について
　　 ほぼ原案通りで進める事となりました。
　4 ）賀詞交歓会概要及び次第について
　　 原案通り進める事となりました。
　5）協会職員給与規定改定の件
　　 後日三役にて内容決定することとなりました。
【協議事項】
　1 ）来年度役員について
　　 各県より提出いただき、２月に大枠を決定し
　　 ３月の役員会で決定することになりました。
【その他】
　1 ）各県部会報告事項など
　2 ）協会スケジュール

　
10．新春賀詞交歓会
　令和２年 1 月22日（水）17：00～19：00　ザ トゥ
エルフス（福岡市博多区博多駅東）で開催いたしま
した。あいにくの雨模様で冷え込んだ天気でしたが
会員、賛助会、関係者合わせて158名の参加があり、
盛大に催されました。
　峰平支部長の挨拶、小笠原賛助会長の乾杯で幕を
あけ、冨安副支部長の中締めまで挨拶や情報交換な
どに会場内で人の輪がいくつもでき、熱気あふれる
賀詞交歓会となりました。

協 会 か ら の お 知 ら せ協 会 か ら の お 知 ら せ
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1．第１回役員会
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　熊本県部会では実技事前講習会を令和元年６月30
日（日）にヤンマー建機㈱熊本支店で、また学科事前
講習会を８月10日（土）に同じくヤンマー建機㈱熊本
支店で行いました。

3．広報委員会
　令和元年６月12日（水）15：10～16：30　協会事務
所にて行いました。
　参加者は９名（欠席１名）で、会報レンタル九州

47号の編集について検討しました。分担は以下の通
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　　オピニオン　　　　長崎、福岡、賛助会
　4. 随筆の件　　今回までは佐藤末喜氏に依頼
　5. 新会員紹介の件　　定型フォーマットで極力書
　　いてもらう。
　6. 海外研修報告について　埴生委員

　
4．第１回運営会議
　令和元年７月17日（水）12：00～14：30　銀香梅
にて行いました。
　次回役員会の内容について検討し、環境負荷低減
料金については協議事項で情報提供することになり
ました。WEB会議導入も可能な範囲で実施してみ
ようという話になりました。　

5．流通委員会
　令和元年７月17日（水）15：00～17：00　協会事
務所にて行いました。

　今年度事業内容検討として、昨年まで大手広域懇
談会として行っていた会を、大手広域会社も地場会
社も同列で一緒に考える場として、情報交換会とし
て実施することになりました。日程は賀詞交歓会と
同じ日の午後に行い、業務上の課題解決のヒントを
得たり、改善点や工夫を共有できる場にしようと決
まりました。
　
6．第2回九州役員会
　令和元年８月１日（木）14：00～17：00　ホテル
日航大分 オアシスタワーにて本部 福山副会長、東
京支部 小松崎支部長もオブザーバーとして参加いた
だき行いました。内容は以下の通りです。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）本部理事会報告（5/24、7/10）
　2 ）流通委員会（7/9）
九州支部報告事項
　1 ）総会実施報告 
　2 ）海外研修旅行報告
　　 マレーシア研修について冨安副支部長より報告
　　 がありました。
　3 ）役員連絡体制表 更新版
　4 ）事業別予算案 
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　7 ）災害情報伝達訓練結果報告
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　　 の件
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　11）会員動向　
　　 正会員入会　㈱キナン（3月）　97社
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　13）レンタル業実態調査実施の件
【審議事項】
　1 ）新規入会申請　㈱クマケン（熊本）
　　 満場一致にて承認されました。
【協議事項】
　1 ）環境負荷低減料金について
　　 ４次排機器のレンタル料金について情報共有を
　　 行いました。
　2 ）本部助成金（技能士事前研修）の配分について

　3 ）リーダー育成研修について
　4 ）情報交換会について（流通委員会報告）
【その他】
　1 ）事務所賃料値上げ要請について
　　 坪単価を1000円（税抜き）値上げすることで
　　 家主と話が付きました。
　2 ）WEB会議について
　3 ）各県部会報告事項など
　4 ）協会スケジュール

　
7．教育研修委員会
　令和元年８月29日（木）12：00～14：30　協会事務
所にて行いました。
　11月予定のリーダー育成研修についての詳細内容
の検討を行いました。二部構成で行い、第一部は九
州地方整備局に九州地方の防災について話をしても
らい、二部では昨年管理者講習会の講師をやってい
ただいたプレスタイム九州の米澤先生にチーム力強
化について研修していただくことになりました。

　
8．第2回運営会議
　令和元年10月25日（月）15：00～17：10　協会事務
所にて行いました。
　次回役員会内容について打合せを行いました。新
規会員申請は候補が2社あり、事務局でフォローす

ることになりました。また福島理事が今年末で㈱ソ
クトを退職されることになり役員が交代することに
なります。情報交換会については、次回役員会にて
役員の意見を聞いて決定することになりました。職
員給与規定変更については福岡市助成金センターへ
の助成金申請で指摘があった部分及びそれ以外につ
いて次回役員会で審議することになりました。

　
9．第3回九州役員会
　令和元年11月25日（月）14：00～17：00　ホテルレ
クストン鹿児島にて㈱ソクト中島社長も参加いただ
き行いました。内容は以下の通りです。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）本部常任理事会・支部長会議報告（10/18）
　2 ）流通委員会報告（10/17）
　3 ）教育委員会報告（11/11）
九州支部報告事項
　1 ）ＩＣＴ産官学連携会議報告
　2 ）可発技術者講習試験結果
　3 ）リーダー育成研修実施報告
　4 ）上期収支実績及び年度見込について
　5 ）九建日報暑中見舞い広告の件
　6 ）九建日報年賀広告（30,600円）の件
　7 ）レンタル九州公告収入の件　47号は昨年より
　　 ２社増え13社より出稿
　8）会費未納状況
　9）第４回役員会 ３月25日 熊本
　10）会員動向　正会員　㈱クマケン（8月）98社
【審議事項】
　1 ）新規入会申請　正会員　株式会社コンフォート
　　 全会一致で承認されました。
　2 ）福島理事退任の件
　　 同じく㈱ソクトより選出いただくようお願い
　　 しています。

　3 ）情報交換会実施について
　　 ほぼ原案通りで進める事となりました。
　4 ）賀詞交歓会概要及び次第について
　　 原案通り進める事となりました。
　5）協会職員給与規定改定の件
　　 後日三役にて内容決定することとなりました。
【協議事項】
　1 ）来年度役員について
　　 各県より提出いただき、２月に大枠を決定し
　　 ３月の役員会で決定することになりました。
【その他】
　1 ）各県部会報告事項など
　2 ）協会スケジュール

　
10．新春賀詞交歓会
　令和２年 1 月22日（水）17：00～19：00　ザ トゥ
エルフス（福岡市博多区博多駅東）で開催いたしま
した。あいにくの雨模様で冷え込んだ天気でしたが
会員、賛助会、関係者合わせて158名の参加があり、
盛大に催されました。
　峰平支部長の挨拶、小笠原賛助会長の乾杯で幕を
あけ、冨安副支部長の中締めまで挨拶や情報交換な
どに会場内で人の輪がいくつもでき、熱気あふれる
賀詞交歓会となりました。
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1．第１回役員会
　令和元年５月21日（火）13：30～14：４5　八仙閣
にて第１回役員会を開催しました。総会に先立ち以
下の内容について報告、審議、協議を行ないました。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）流通委員会（WEB会議）報告
九州支部報告事項
　1 ）総会運営について
　2 ）海外研修旅行について　行先マレーシア
【審議事項】
　1 . 新規入会申請　賛助会　荒井商事㈱
　　 満場一致にて承認されました。
　2 . 総会議案書
　　 議案書内容について役員会の承認を得ました。
【協議事項】
　1 . 年間スケジュールについて
　2 . 事務所家賃値上げについて
【その他】
　1 . 各県部会報告事項など
　2 . 協会スケジュール

　
2．建設機械整備技能士検定試験事前講習会
　今年度も事前講習会を熊本、鹿児島の２か所で実
施しました。
　鹿児島県部会では実技事前講習会を令和元年６月
１日（土）にポリテクセンター鹿児島で実施しました。
　熊本県部会では実技事前講習会を令和元年６月30
日（日）にヤンマー建機㈱熊本支店で、また学科事前
講習会を８月10日（土）に同じくヤンマー建機㈱熊本
支店で行いました。

3．広報委員会
　令和元年６月12日（水）15：10～16：30　協会事務
所にて行いました。
　参加者は９名（欠席１名）で、会報レンタル九州

47号の編集について検討しました。分担は以下の通
りに決まりました。
　1. 表紙　　　　　　事務局
　2. 各県支部便り　　各県委員
　3. カメラ散歩、お勧めスポット、オピニオンにつ
　　いて
　　カメラ散歩　　　　佐賀
　　おすすめスポット　熊本
　　オピニオン　　　　長崎、福岡、賛助会
　4. 随筆の件　　今回までは佐藤末喜氏に依頼
　5. 新会員紹介の件　　定型フォーマットで極力書
　　いてもらう。
　6. 海外研修報告について　埴生委員

　
4．第１回運営会議
　令和元年７月17日（水）12：00～14：30　銀香梅
にて行いました。
　次回役員会の内容について検討し、環境負荷低減
料金については協議事項で情報提供することになり
ました。WEB会議導入も可能な範囲で実施してみ
ようという話になりました。　

5．流通委員会
　令和元年７月17日（水）15：00～17：00　協会事
務所にて行いました。

　今年度事業内容検討として、昨年まで大手広域懇
談会として行っていた会を、大手広域会社も地場会
社も同列で一緒に考える場として、情報交換会とし
て実施することになりました。日程は賀詞交歓会と
同じ日の午後に行い、業務上の課題解決のヒントを
得たり、改善点や工夫を共有できる場にしようと決
まりました。
　
6．第2回九州役員会
　令和元年８月１日（木）14：00～17：00　ホテル
日航大分 オアシスタワーにて本部 福山副会長、東
京支部 小松崎支部長もオブザーバーとして参加いた
だき行いました。内容は以下の通りです。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）本部理事会報告（5/24、7/10）
　2 ）流通委員会（7/9）
九州支部報告事項
　1 ）総会実施報告 
　2 ）海外研修旅行報告
　　 マレーシア研修について冨安副支部長より報告
　　 がありました。
　3 ）役員連絡体制表 更新版
　4 ）事業別予算案 
　5 ）広報委員会報告
　6 ）可発技術者講習報告 
　7 ）災害情報伝達訓練結果報告
　8 ）建設機械整備技能士事前講習 本部助成金申請
　　 の件
　9 ）九建日報暑中見舞い広告
　10）第３回役員会 11月25日 鹿児島　
　11）会員動向　
　　 正会員入会　㈱キナン（3月）　97社
　　 賛助会員入会　㈱タダノ、荒井商事㈱（5月）
　　 退会　JA三井リース（3月）　　37社
　12）無人化施工訓練協力依頼の件　
　13）レンタル業実態調査実施の件
【審議事項】
　1 ）新規入会申請　㈱クマケン（熊本）
　　 満場一致にて承認されました。
【協議事項】
　1 ）環境負荷低減料金について
　　 ４次排機器のレンタル料金について情報共有を
　　 行いました。
　2 ）本部助成金（技能士事前研修）の配分について

　3 ）リーダー育成研修について
　4 ）情報交換会について（流通委員会報告）
【その他】
　1 ）事務所賃料値上げ要請について
　　 坪単価を1000円（税抜き）値上げすることで
　　 家主と話が付きました。
　2 ）WEB会議について
　3 ）各県部会報告事項など
　4 ）協会スケジュール

　
7．教育研修委員会
　令和元年８月29日（木）12：00～14：30　協会事務
所にて行いました。
　11月予定のリーダー育成研修についての詳細内容
の検討を行いました。二部構成で行い、第一部は九
州地方整備局に九州地方の防災について話をしても
らい、二部では昨年管理者講習会の講師をやってい
ただいたプレスタイム九州の米澤先生にチーム力強
化について研修していただくことになりました。

　
8．第2回運営会議
　令和元年10月25日（月）15：00～17：10　協会事務
所にて行いました。
　次回役員会内容について打合せを行いました。新
規会員申請は候補が2社あり、事務局でフォローす

ることになりました。また福島理事が今年末で㈱ソ
クトを退職されることになり役員が交代することに
なります。情報交換会については、次回役員会にて
役員の意見を聞いて決定することになりました。職
員給与規定変更については福岡市助成金センターへ
の助成金申請で指摘があった部分及びそれ以外につ
いて次回役員会で審議することになりました。

　
9．第3回九州役員会
　令和元年11月25日（月）14：00～17：00　ホテルレ
クストン鹿児島にて㈱ソクト中島社長も参加いただ
き行いました。内容は以下の通りです。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）本部常任理事会・支部長会議報告（10/18）
　2 ）流通委員会報告（10/17）
　3 ）教育委員会報告（11/11）
九州支部報告事項
　1 ）ＩＣＴ産官学連携会議報告
　2 ）可発技術者講習試験結果
　3 ）リーダー育成研修実施報告
　4 ）上期収支実績及び年度見込について
　5 ）九建日報暑中見舞い広告の件
　6 ）九建日報年賀広告（30,600円）の件
　7 ）レンタル九州公告収入の件　47号は昨年より
　　 ２社増え13社より出稿
　8）会費未納状況
　9）第４回役員会 ３月25日 熊本
　10）会員動向　正会員　㈱クマケン（8月）98社
【審議事項】
　1 ）新規入会申請　正会員　株式会社コンフォート
　　 全会一致で承認されました。
　2 ）福島理事退任の件
　　 同じく㈱ソクトより選出いただくようお願い
　　 しています。

　3 ）情報交換会実施について
　　 ほぼ原案通りで進める事となりました。
　4 ）賀詞交歓会概要及び次第について
　　 原案通り進める事となりました。
　5）協会職員給与規定改定の件
　　 後日三役にて内容決定することとなりました。
【協議事項】
　1 ）来年度役員について
　　 各県より提出いただき、２月に大枠を決定し
　　 ３月の役員会で決定することになりました。
【その他】
　1 ）各県部会報告事項など
　2 ）協会スケジュール

　
10．新春賀詞交歓会
　令和２年 1 月22日（水）17：00～19：00　ザ トゥ
エルフス（福岡市博多区博多駅東）で開催いたしま
した。あいにくの雨模様で冷え込んだ天気でしたが
会員、賛助会、関係者合わせて158名の参加があり、
盛大に催されました。
　峰平支部長の挨拶、小笠原賛助会長の乾杯で幕を
あけ、冨安副支部長の中締めまで挨拶や情報交換な
どに会場内で人の輪がいくつもでき、熱気あふれる
賀詞交歓会となりました。

1．第１回役員会
　令和元年５月21日（火）13：30～14：４5　八仙閣
にて第１回役員会を開催しました。総会に先立ち以
下の内容について報告、審議、協議を行ないました。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）流通委員会（WEB会議）報告
九州支部報告事項
　1 ）総会運営について
　2 ）海外研修旅行について　行先マレーシア
【審議事項】
　1 . 新規入会申請　賛助会　荒井商事㈱
　　 満場一致にて承認されました。
　2 . 総会議案書
　　 議案書内容について役員会の承認を得ました。
【協議事項】
　1 . 年間スケジュールについて
　2 . 事務所家賃値上げについて
【その他】
　1 . 各県部会報告事項など
　2 . 協会スケジュール

　
2．建設機械整備技能士検定試験事前講習会
　今年度も事前講習会を熊本、鹿児島の２か所で実
施しました。
　鹿児島県部会では実技事前講習会を令和元年６月
１日（土）にポリテクセンター鹿児島で実施しました。
　熊本県部会では実技事前講習会を令和元年６月30
日（日）にヤンマー建機㈱熊本支店で、また学科事前
講習会を８月10日（土）に同じくヤンマー建機㈱熊本
支店で行いました。

3．広報委員会
　令和元年６月12日（水）15：10～16：30　協会事務
所にて行いました。
　参加者は９名（欠席１名）で、会報レンタル九州

47号の編集について検討しました。分担は以下の通
りに決まりました。
　1. 表紙　　　　　　事務局
　2. 各県支部便り　　各県委員
　3. カメラ散歩、お勧めスポット、オピニオンにつ
　　いて
　　カメラ散歩　　　　佐賀
　　おすすめスポット　熊本
　　オピニオン　　　　長崎、福岡、賛助会
　4. 随筆の件　　今回までは佐藤末喜氏に依頼
　5. 新会員紹介の件　　定型フォーマットで極力書
　　いてもらう。
　6. 海外研修報告について　埴生委員

　
4．第１回運営会議
　令和元年７月17日（水）12：00～14：30　銀香梅
にて行いました。
　次回役員会の内容について検討し、環境負荷低減
料金については協議事項で情報提供することになり
ました。WEB会議導入も可能な範囲で実施してみ
ようという話になりました。　

5．流通委員会
　令和元年７月17日（水）15：00～17：00　協会事
務所にて行いました。

　今年度事業内容検討として、昨年まで大手広域懇
談会として行っていた会を、大手広域会社も地場会
社も同列で一緒に考える場として、情報交換会とし
て実施することになりました。日程は賀詞交歓会と
同じ日の午後に行い、業務上の課題解決のヒントを
得たり、改善点や工夫を共有できる場にしようと決
まりました。
　
6．第2回九州役員会
　令和元年８月１日（木）14：00～17：00　ホテル
日航大分 オアシスタワーにて本部 福山副会長、東
京支部 小松崎支部長もオブザーバーとして参加いた
だき行いました。内容は以下の通りです。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）本部理事会報告（5/24、7/10）
　2 ）流通委員会（7/9）
九州支部報告事項
　1 ）総会実施報告 
　2 ）海外研修旅行報告
　　 マレーシア研修について冨安副支部長より報告
　　 がありました。
　3 ）役員連絡体制表 更新版
　4 ）事業別予算案 
　5 ）広報委員会報告
　6 ）可発技術者講習報告 
　7 ）災害情報伝達訓練結果報告
　8 ）建設機械整備技能士事前講習 本部助成金申請
　　 の件
　9 ）九建日報暑中見舞い広告
　10）第３回役員会 11月25日 鹿児島　
　11）会員動向　
　　 正会員入会　㈱キナン（3月）　97社
　　 賛助会員入会　㈱タダノ、荒井商事㈱（5月）
　　 退会　JA三井リース（3月）　　37社
　12）無人化施工訓練協力依頼の件　
　13）レンタル業実態調査実施の件
【審議事項】
　1 ）新規入会申請　㈱クマケン（熊本）
　　 満場一致にて承認されました。
【協議事項】
　1 ）環境負荷低減料金について
　　 ４次排機器のレンタル料金について情報共有を
　　 行いました。
　2 ）本部助成金（技能士事前研修）の配分について

　3 ）リーダー育成研修について
　4 ）情報交換会について（流通委員会報告）
【その他】
　1 ）事務所賃料値上げ要請について
　　 坪単価を1000円（税抜き）値上げすることで
　　 家主と話が付きました。
　2 ）WEB会議について
　3 ）各県部会報告事項など
　4 ）協会スケジュール

　
7．教育研修委員会
　令和元年８月29日（木）12：00～14：30　協会事務
所にて行いました。
　11月予定のリーダー育成研修についての詳細内容
の検討を行いました。二部構成で行い、第一部は九
州地方整備局に九州地方の防災について話をしても
らい、二部では昨年管理者講習会の講師をやってい
ただいたプレスタイム九州の米澤先生にチーム力強
化について研修していただくことになりました。

　
8．第2回運営会議
　令和元年10月25日（月）15：00～17：10　協会事務
所にて行いました。
　次回役員会内容について打合せを行いました。新
規会員申請は候補が2社あり、事務局でフォローす

ることになりました。また福島理事が今年末で㈱ソ
クトを退職されることになり役員が交代することに
なります。情報交換会については、次回役員会にて
役員の意見を聞いて決定することになりました。職
員給与規定変更については福岡市助成金センターへ
の助成金申請で指摘があった部分及びそれ以外につ
いて次回役員会で審議することになりました。

　
9．第3回九州役員会
　令和元年11月25日（月）14：00～17：00　ホテルレ
クストン鹿児島にて㈱ソクト中島社長も参加いただ
き行いました。内容は以下の通りです。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）本部常任理事会・支部長会議報告（10/18）
　2 ）流通委員会報告（10/17）
　3 ）教育委員会報告（11/11）
九州支部報告事項
　1 ）ＩＣＴ産官学連携会議報告
　2 ）可発技術者講習試験結果
　3 ）リーダー育成研修実施報告
　4 ）上期収支実績及び年度見込について
　5 ）九建日報暑中見舞い広告の件
　6 ）九建日報年賀広告（30,600円）の件
　7 ）レンタル九州公告収入の件　47号は昨年より
　　 ２社増え13社より出稿
　8）会費未納状況
　9）第４回役員会 ３月25日 熊本
　10）会員動向　正会員　㈱クマケン（8月）98社
【審議事項】
　1 ）新規入会申請　正会員　株式会社コンフォート
　　 全会一致で承認されました。
　2 ）福島理事退任の件
　　 同じく㈱ソクトより選出いただくようお願い
　　 しています。

　3 ）情報交換会実施について
　　 ほぼ原案通りで進める事となりました。
　4 ）賀詞交歓会概要及び次第について
　　 原案通り進める事となりました。
　5）協会職員給与規定改定の件
　　 後日三役にて内容決定することとなりました。
【協議事項】
　1 ）来年度役員について
　　 各県より提出いただき、２月に大枠を決定し
　　 ３月の役員会で決定することになりました。
【その他】
　1 ）各県部会報告事項など
　2 ）協会スケジュール

　
10．新春賀詞交歓会
　令和２年 1 月22日（水）17：00～19：00　ザ トゥ
エルフス（福岡市博多区博多駅東）で開催いたしま
した。あいにくの雨模様で冷え込んだ天気でしたが
会員、賛助会、関係者合わせて158名の参加があり、
盛大に催されました。
　峰平支部長の挨拶、小笠原賛助会長の乾杯で幕を
あけ、冨安副支部長の中締めまで挨拶や情報交換な
どに会場内で人の輪がいくつもでき、熱気あふれる
賀詞交歓会となりました。
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令和２年１月22日　懇親ゴルフ

1．第１回役員会
　令和元年５月21日（火）13：30～14：４5　八仙閣
にて第１回役員会を開催しました。総会に先立ち以
下の内容について報告、審議、協議を行ないました。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）流通委員会（WEB会議）報告
九州支部報告事項
　1 ）総会運営について
　2 ）海外研修旅行について　行先マレーシア
【審議事項】
　1 . 新規入会申請　賛助会　荒井商事㈱
　　 満場一致にて承認されました。
　2 . 総会議案書
　　 議案書内容について役員会の承認を得ました。
【協議事項】
　1 . 年間スケジュールについて
　2 . 事務所家賃値上げについて
【その他】
　1 . 各県部会報告事項など
　2 . 協会スケジュール

　
2．建設機械整備技能士検定試験事前講習会
　今年度も事前講習会を熊本、鹿児島の２か所で実
施しました。
　鹿児島県部会では実技事前講習会を令和元年６月
１日（土）にポリテクセンター鹿児島で実施しました。
　熊本県部会では実技事前講習会を令和元年６月30
日（日）にヤンマー建機㈱熊本支店で、また学科事前
講習会を８月10日（土）に同じくヤンマー建機㈱熊本
支店で行いました。

3．広報委員会
　令和元年６月12日（水）15：10～16：30　協会事務
所にて行いました。
　参加者は９名（欠席１名）で、会報レンタル九州

47号の編集について検討しました。分担は以下の通
りに決まりました。
　1. 表紙　　　　　　事務局
　2. 各県支部便り　　各県委員
　3. カメラ散歩、お勧めスポット、オピニオンにつ
　　いて
　　カメラ散歩　　　　佐賀
　　おすすめスポット　熊本
　　オピニオン　　　　長崎、福岡、賛助会
　4. 随筆の件　　今回までは佐藤末喜氏に依頼
　5. 新会員紹介の件　　定型フォーマットで極力書
　　いてもらう。
　6. 海外研修報告について　埴生委員

　
4．第１回運営会議
　令和元年７月17日（水）12：00～14：30　銀香梅
にて行いました。
　次回役員会の内容について検討し、環境負荷低減
料金については協議事項で情報提供することになり
ました。WEB会議導入も可能な範囲で実施してみ
ようという話になりました。　

5．流通委員会
　令和元年７月17日（水）15：00～17：00　協会事
務所にて行いました。

　今年度事業内容検討として、昨年まで大手広域懇
談会として行っていた会を、大手広域会社も地場会
社も同列で一緒に考える場として、情報交換会とし
て実施することになりました。日程は賀詞交歓会と
同じ日の午後に行い、業務上の課題解決のヒントを
得たり、改善点や工夫を共有できる場にしようと決
まりました。
　
6．第2回九州役員会
　令和元年８月１日（木）14：00～17：00　ホテル
日航大分 オアシスタワーにて本部 福山副会長、東
京支部 小松崎支部長もオブザーバーとして参加いた
だき行いました。内容は以下の通りです。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）本部理事会報告（5/24、7/10）
　2 ）流通委員会（7/9）
九州支部報告事項
　1 ）総会実施報告 
　2 ）海外研修旅行報告
　　 マレーシア研修について冨安副支部長より報告
　　 がありました。
　3 ）役員連絡体制表 更新版
　4 ）事業別予算案 
　5 ）広報委員会報告
　6 ）可発技術者講習報告 
　7 ）災害情報伝達訓練結果報告
　8 ）建設機械整備技能士事前講習 本部助成金申請
　　 の件
　9 ）九建日報暑中見舞い広告
　10）第３回役員会 11月25日 鹿児島　
　11）会員動向　
　　 正会員入会　㈱キナン（3月）　97社
　　 賛助会員入会　㈱タダノ、荒井商事㈱（5月）
　　 退会　JA三井リース（3月）　　37社
　12）無人化施工訓練協力依頼の件　
　13）レンタル業実態調査実施の件
【審議事項】
　1 ）新規入会申請　㈱クマケン（熊本）
　　 満場一致にて承認されました。
【協議事項】
　1 ）環境負荷低減料金について
　　 ４次排機器のレンタル料金について情報共有を
　　 行いました。
　2 ）本部助成金（技能士事前研修）の配分について

　3 ）リーダー育成研修について
　4 ）情報交換会について（流通委員会報告）
【その他】
　1 ）事務所賃料値上げ要請について
　　 坪単価を1000円（税抜き）値上げすることで
　　 家主と話が付きました。
　2 ）WEB会議について
　3 ）各県部会報告事項など
　4 ）協会スケジュール

　
7．教育研修委員会
　令和元年８月29日（木）12：00～14：30　協会事務
所にて行いました。
　11月予定のリーダー育成研修についての詳細内容
の検討を行いました。二部構成で行い、第一部は九
州地方整備局に九州地方の防災について話をしても
らい、二部では昨年管理者講習会の講師をやってい
ただいたプレスタイム九州の米澤先生にチーム力強
化について研修していただくことになりました。

　
8．第2回運営会議
　令和元年10月25日（月）15：00～17：10　協会事務
所にて行いました。
　次回役員会内容について打合せを行いました。新
規会員申請は候補が2社あり、事務局でフォローす

ることになりました。また福島理事が今年末で㈱ソ
クトを退職されることになり役員が交代することに
なります。情報交換会については、次回役員会にて
役員の意見を聞いて決定することになりました。職
員給与規定変更については福岡市助成金センターへ
の助成金申請で指摘があった部分及びそれ以外につ
いて次回役員会で審議することになりました。

　
9．第3回九州役員会
　令和元年11月25日（月）14：00～17：00　ホテルレ
クストン鹿児島にて㈱ソクト中島社長も参加いただ
き行いました。内容は以下の通りです。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）本部常任理事会・支部長会議報告（10/18）
　2 ）流通委員会報告（10/17）
　3 ）教育委員会報告（11/11）
九州支部報告事項
　1 ）ＩＣＴ産官学連携会議報告
　2 ）可発技術者講習試験結果
　3 ）リーダー育成研修実施報告
　4 ）上期収支実績及び年度見込について
　5 ）九建日報暑中見舞い広告の件
　6 ）九建日報年賀広告（30,600円）の件
　7 ）レンタル九州公告収入の件　47号は昨年より
　　 ２社増え13社より出稿
　8）会費未納状況
　9）第４回役員会 ３月25日 熊本
　10）会員動向　正会員　㈱クマケン（8月）98社
【審議事項】
　1 ）新規入会申請　正会員　株式会社コンフォート
　　 全会一致で承認されました。
　2 ）福島理事退任の件
　　 同じく㈱ソクトより選出いただくようお願い
　　 しています。

　3 ）情報交換会実施について
　　 ほぼ原案通りで進める事となりました。
　4 ）賀詞交歓会概要及び次第について
　　 原案通り進める事となりました。
　5）協会職員給与規定改定の件
　　 後日三役にて内容決定することとなりました。
【協議事項】
　1 ）来年度役員について
　　 各県より提出いただき、２月に大枠を決定し
　　 ３月の役員会で決定することになりました。
【その他】
　1 ）各県部会報告事項など
　2 ）協会スケジュール

　
10．新春賀詞交歓会
　令和２年 1 月22日（水）17：00～19：00　ザ トゥ
エルフス（福岡市博多区博多駅東）で開催いたしま
した。あいにくの雨模様で冷え込んだ天気でしたが
会員、賛助会、関係者合わせて158名の参加があり、
盛大に催されました。
　峰平支部長の挨拶、小笠原賛助会長の乾杯で幕を
あけ、冨安副支部長の中締めまで挨拶や情報交換な
どに会場内で人の輪がいくつもでき、熱気あふれる
賀詞交歓会となりました。

11．今後の主なスケジュール

事業項目 日　時 場　所
第４回役員会
令和２年度第１回役員会
第８回定期総会

令和２年３月25日（水）
令和２年５月19日（火）
令和２年５月19日（火）

熊　本
八仙閣
八仙閣
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令和２年１月22日　懇親ゴルフ

1．第１回役員会
　令和元年５月21日（火）13：30～14：４5　八仙閣
にて第１回役員会を開催しました。総会に先立ち以
下の内容について報告、審議、協議を行ないました。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）流通委員会（WEB会議）報告
九州支部報告事項
　1 ）総会運営について
　2 ）海外研修旅行について　行先マレーシア
【審議事項】
　1 . 新規入会申請　賛助会　荒井商事㈱
　　 満場一致にて承認されました。
　2 . 総会議案書
　　 議案書内容について役員会の承認を得ました。
【協議事項】
　1 . 年間スケジュールについて
　2 . 事務所家賃値上げについて
【その他】
　1 . 各県部会報告事項など
　2 . 協会スケジュール

　
2．建設機械整備技能士検定試験事前講習会
　今年度も事前講習会を熊本、鹿児島の２か所で実
施しました。
　鹿児島県部会では実技事前講習会を令和元年６月
１日（土）にポリテクセンター鹿児島で実施しました。
　熊本県部会では実技事前講習会を令和元年６月30
日（日）にヤンマー建機㈱熊本支店で、また学科事前
講習会を８月10日（土）に同じくヤンマー建機㈱熊本
支店で行いました。

3．広報委員会
　令和元年６月12日（水）15：10～16：30　協会事務
所にて行いました。
　参加者は９名（欠席１名）で、会報レンタル九州

47号の編集について検討しました。分担は以下の通
りに決まりました。
　1. 表紙　　　　　　事務局
　2. 各県支部便り　　各県委員
　3. カメラ散歩、お勧めスポット、オピニオンにつ
　　いて
　　カメラ散歩　　　　佐賀
　　おすすめスポット　熊本
　　オピニオン　　　　長崎、福岡、賛助会
　4. 随筆の件　　今回までは佐藤末喜氏に依頼
　5. 新会員紹介の件　　定型フォーマットで極力書
　　いてもらう。
　6. 海外研修報告について　埴生委員

　
4．第１回運営会議
　令和元年７月17日（水）12：00～14：30　銀香梅
にて行いました。
　次回役員会の内容について検討し、環境負荷低減
料金については協議事項で情報提供することになり
ました。WEB会議導入も可能な範囲で実施してみ
ようという話になりました。　

5．流通委員会
　令和元年７月17日（水）15：00～17：00　協会事
務所にて行いました。

　今年度事業内容検討として、昨年まで大手広域懇
談会として行っていた会を、大手広域会社も地場会
社も同列で一緒に考える場として、情報交換会とし
て実施することになりました。日程は賀詞交歓会と
同じ日の午後に行い、業務上の課題解決のヒントを
得たり、改善点や工夫を共有できる場にしようと決
まりました。
　
6．第2回九州役員会
　令和元年８月１日（木）14：00～17：00　ホテル
日航大分 オアシスタワーにて本部 福山副会長、東
京支部 小松崎支部長もオブザーバーとして参加いた
だき行いました。内容は以下の通りです。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）本部理事会報告（5/24、7/10）
　2 ）流通委員会（7/9）
九州支部報告事項
　1 ）総会実施報告 
　2 ）海外研修旅行報告
　　 マレーシア研修について冨安副支部長より報告
　　 がありました。
　3 ）役員連絡体制表 更新版
　4 ）事業別予算案 
　5 ）広報委員会報告
　6 ）可発技術者講習報告 
　7 ）災害情報伝達訓練結果報告
　8 ）建設機械整備技能士事前講習 本部助成金申請
　　 の件
　9 ）九建日報暑中見舞い広告
　10）第３回役員会 11月25日 鹿児島　
　11）会員動向　
　　 正会員入会　㈱キナン（3月）　97社
　　 賛助会員入会　㈱タダノ、荒井商事㈱（5月）
　　 退会　JA三井リース（3月）　　37社
　12）無人化施工訓練協力依頼の件　
　13）レンタル業実態調査実施の件
【審議事項】
　1 ）新規入会申請　㈱クマケン（熊本）
　　 満場一致にて承認されました。
【協議事項】
　1 ）環境負荷低減料金について
　　 ４次排機器のレンタル料金について情報共有を
　　 行いました。
　2 ）本部助成金（技能士事前研修）の配分について

　3 ）リーダー育成研修について
　4 ）情報交換会について（流通委員会報告）
【その他】
　1 ）事務所賃料値上げ要請について
　　 坪単価を1000円（税抜き）値上げすることで
　　 家主と話が付きました。
　2 ）WEB会議について
　3 ）各県部会報告事項など
　4 ）協会スケジュール

　
7．教育研修委員会
　令和元年８月29日（木）12：00～14：30　協会事務
所にて行いました。
　11月予定のリーダー育成研修についての詳細内容
の検討を行いました。二部構成で行い、第一部は九
州地方整備局に九州地方の防災について話をしても
らい、二部では昨年管理者講習会の講師をやってい
ただいたプレスタイム九州の米澤先生にチーム力強
化について研修していただくことになりました。

　
8．第2回運営会議
　令和元年10月25日（月）15：00～17：10　協会事務
所にて行いました。
　次回役員会内容について打合せを行いました。新
規会員申請は候補が2社あり、事務局でフォローす

ることになりました。また福島理事が今年末で㈱ソ
クトを退職されることになり役員が交代することに
なります。情報交換会については、次回役員会にて
役員の意見を聞いて決定することになりました。職
員給与規定変更については福岡市助成金センターへ
の助成金申請で指摘があった部分及びそれ以外につ
いて次回役員会で審議することになりました。

　
9．第3回九州役員会
　令和元年11月25日（月）14：00～17：00　ホテルレ
クストン鹿児島にて㈱ソクト中島社長も参加いただ
き行いました。内容は以下の通りです。
【報告事項】
本部報告事項
　1 ）本部常任理事会・支部長会議報告（10/18）
　2 ）流通委員会報告（10/17）
　3 ）教育委員会報告（11/11）
九州支部報告事項
　1 ）ＩＣＴ産官学連携会議報告
　2 ）可発技術者講習試験結果
　3 ）リーダー育成研修実施報告
　4 ）上期収支実績及び年度見込について
　5 ）九建日報暑中見舞い広告の件
　6 ）九建日報年賀広告（30,600円）の件
　7 ）レンタル九州公告収入の件　47号は昨年より
　　 ２社増え13社より出稿
　8）会費未納状況
　9）第４回役員会 ３月25日 熊本
　10）会員動向　正会員　㈱クマケン（8月）98社
【審議事項】
　1 ）新規入会申請　正会員　株式会社コンフォート
　　 全会一致で承認されました。
　2 ）福島理事退任の件
　　 同じく㈱ソクトより選出いただくようお願い
　　 しています。

　3 ）情報交換会実施について
　　 ほぼ原案通りで進める事となりました。
　4 ）賀詞交歓会概要及び次第について
　　 原案通り進める事となりました。
　5）協会職員給与規定改定の件
　　 後日三役にて内容決定することとなりました。
【協議事項】
　1 ）来年度役員について
　　 各県より提出いただき、２月に大枠を決定し
　　 ３月の役員会で決定することになりました。
【その他】
　1 ）各県部会報告事項など
　2 ）協会スケジュール

　
10．新春賀詞交歓会
　令和２年 1 月22日（水）17：00～19：00　ザ トゥ
エルフス（福岡市博多区博多駅東）で開催いたしま
した。あいにくの雨模様で冷え込んだ天気でしたが
会員、賛助会、関係者合わせて158名の参加があり、
盛大に催されました。
　峰平支部長の挨拶、小笠原賛助会長の乾杯で幕を
あけ、冨安副支部長の中締めまで挨拶や情報交換な
どに会場内で人の輪がいくつもでき、熱気あふれる
賀詞交歓会となりました。

11．今後の主なスケジュール

事業項目 日　時 場　所
第４回役員会
令和２年度第１回役員会
第８回定期総会

令和２年３月25日（水）
令和２年５月19日（火）
令和２年５月19日（火）

熊　本
八仙閣
八仙閣

　今年度の九州地区の可搬型発電機整備技術者講習
の資格取得講習（試験）は令和２年６月18日（水）、
19日（木）の２日にわたって福岡ガーデンパレスホテ
ルにて行い、85名が受講・受験し、20日（金）には資
格更新講習を同じく福岡ガーデンパレスホテルにて
行い77名が受講しました。
　この「可搬型発電機整備技術者」資格は、当協会
が可搬型発電機の点検、整備、管理の業務に関し、
専門的な知識と技能を持った整備技術者を自主的に
養成することを目的に昭和60年に創設された資格制
度です。九州支部での受講者はここ数年増え続けて
おり、今年度はいままでで最高人数となる85名の方
が受験され、77名が合格されています。
　また更新講習は５年毎に可発整備技術者が移動用
発電設備に関する最新の技術、技能、知識の獲得と
既修得の技術、知識の再確認を行っていただくこと
を目的に資格制度の中に位置づけられています。
講師
発電機　㈱デンヨー　品質管理部研修課　石川 緑氏
原動機　㈱クボタ　建設機械サービス部　瀬古 貴司氏
整備　日本車両製造㈱　機電本部課長　植 和人氏
保全/法令　北越工業㈱　販売促進部　北﨑 建夫氏
更新講習　㈱やまびこ　品質管理二課　小松 秀之氏

可搬型発電機整備技術者講習
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　昨年度まで管理者講習会として実施していた講習
を、リーダー育成研修と名称を変え、装いも新たな
研修会として今年度より実施することになりました。
教育研修委員会で内容を検討し、今年度は昨年に引
き続いて㈱プレスタイム九州の米澤先生に研修を行
なっていただきました。当初は九州地方整備局に依
頼し九州の防災対応についての講習も行う予定でし
たが、スケジュールが合わなくなりこちらは中止に
なりました。
　令和元年11月６日（水）、福岡市の大博多ビル会議
室に九州各地から41名集まっていただきました。今
回の講習は、能力向上やモチベーションアップとい
う研修ではなく物事の考え方に焦点をあてて職場で
のチーム力をどう高めていこうかというもので、グ
ループに分かれて個人の意見、グループの意見を出
し、個々人がチームとしてどう考え行動していくべ
きかを考えさせてくれる内容でした。
　「若い女性と水夫」という課題では、価値観が人
と違って当たり前でそれを理解することが大事だと
いう事を学びました。「砂漠で遭難した時にどうす
るか」という課題では、意思決定する上での判断基
準が個々人で違い、グループで話し合う事でよりい
い方へいく事が多いという事を知り、チーム力の大
事さを認識させられる内容でした。
　終了後、有志の方で懇親会を行い米澤先生も参加
いただき研修の事や業界の情報などを話題に懇談し
ました。

リーダー育成研修会
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　終了後、有志の方で懇親会を行い米澤先生も参加
いただき研修の事や業界の情報などを話題に懇談し
ました。

リーダー育成研修会
　昨年まで大手広域懇談会として実施していました
が大手広域レンタル会社と地場レンタル会社含めた
形で今年度から行おうと流通委員会で検討を行い、
「働き甲斐のある職場作りのための情報交換会」と
いうタイトルで、令和 2 年 1 月22日 15：00～16：30
ザ トゥエルフス（福岡市博多区博多駅東）にて32
名の方にご参加いただき実施しました。
　峰平支部長より生産性の向上とその前段階である
業務改善の実例を出しあって会員の中で共有してい
きましょうという挨拶の後、流通委員会委員長の永
島副支部長より、挨拶と今回の企画の経緯及び働き
方改革での働き甲斐について説明いただきました。
そして、各委員から各社の取組みについて報告があ
りました。
　永島委員長からは、熊本中央リース㈱で行ってい
る二つの取組み、改善策を社内で表彰する４Ｓコン
クールと付加価値をつけた休暇制度のインテンショ
ン休暇制度について説明がありました。
　井上委員からは、㈱井上建機リースで行っている
中古建機の販売における再整備や板金塗装による利
益の向上について具体的に写真を使って説明があり
ました。
　村橋委員からはコマツカスタマーサポート㈱で
行っている残業時間抑制のためのITツールを使っ
た情報伝達、情報共有による取組みの報告がありま
した。
　最後に坂本委員から、第一機械産業㈱で取り組ん
でいる働き方関連法への対応の中での人事制度、
有給取得促進、残業抑制などについて報告がありま
した。
　このあと５～６名の単位で各社で取組んでいるこ
とや工夫などいろいろと意見交換していただきまし
た。会社の規模の違いなどもありましたが熱心に話
し合っていただきました。

情報交換会
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協 会 か ら の お 知 ら せ

後藤さん　平成31年の賀詞交歓会にて 前田さん　令和２年の賀詞交歓会にて

　平成7年 1月から24年間にわたって協会の事務局
職員として勤務していた後藤久子さんが平成31年１
月31日付けで退職されました。後任として平成31年
3月1日付けで前田佳子さんが事務局に入りました。

　

建設機械関係には全く関係ない異業種からの転職に
なり、後藤さんが超ベテランだっただけにまだまだ
不慣れな点や至らないところがあると思いますがよ
ろしくお願いいたします。

事務職員が交代しました
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建設機械関係には全く関係ない異業種からの転職に
なり、後藤さんが超ベテランだっただけにまだまだ
不慣れな点や至らないところがあると思いますがよ
ろしくお願いいたします。

事務職員が交代しました

新規会員紹介

26



熊本東営業所

人吉営業所

・代表取締役社長：大窪　利成
・本 社 所 在 地：〒861-8029　熊本県熊本市東区西原3丁目1番57号
　　　　　　　　　 TEL 096-386-8333 ／ FAX 096-386-8337
・創　　　　　業：1975年（昭和50年）
・資　　本　　金：25百万円
・従　業　員　数：50名（2019年11月現在）
・事　業　内　容：建設機械・レンタカー・仮設ハウス・下水道土留材
　　　　　　　　　備品等のレンタル
　　　　　　　　　産業機械等のレンタル
　　　　　　　　　各種イベント用機材のレンタル
　　　　　　　　　建設機械等の販売、整備
・営業拠点（9営業所、1事業部）
　　　　　　　　　熊本東、人吉、大口、馬見原、南阿蘇、阿蘇
　　　　　　　　　小国、椎葉東、西原益城、特機事業部
・URL　http://www.kumaken.org

新規
会員紹介

株式会社 クマケン

・当社モットー
　当社は、1975年（昭和50年）に建設機械の
整備工場として個人創業いたしました。その
後、レンタル部門を併設、現在は総合レンタ
ル会社として、地域に密着した営業活動に努
めております。
　私たち社員一同は「お客様第一主義」を
モットーに、現場の「便利屋」としてあらゆ
る商品のご提供ができるように、また、お客
様に「安心」と「安全」をご提供できるよう
に、同業他社様との連携も図りながら日々努
力いたしております。
　今後とも尚一層のご指導
ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。

・沿革
　昭和50年10月菊池郡合志市須屋にて建設機械の販売、整備業として個人創業
　昭和51年2月熊本市御領町に資本金10百万円にて熊本建機工業（株）設立
　永嶋文則、代表取締役就任
　平成元年7月株式会社クマケンへ商号変更
　平成22年３月資本金25百万円へ増資
　平成30年4月大窪利成、代表取締役就任
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　当社は、1975年（昭和50年）に建設機械の
整備工場として個人創業いたしました。その
後、レンタル部門を併設、現在は総合レンタ
ル会社として、地域に密着した営業活動に努
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モットーに、現場の「便利屋」としてあらゆ
る商品のご提供ができるように、また、お客
様に「安心」と「安全」をご提供できるよう
に、同業他社様との連携も図りながら日々努
力いたしております。
　今後とも尚一層のご指導
ご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。

・沿革
　昭和50年10月菊池郡合志市須屋にて建設機械の販売、整備業として個人創業
　昭和51年2月熊本市御領町に資本金10百万円にて熊本建機工業（株）設立
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　平成30年4月大窪利成、代表取締役就任

・代表取締役：山川　大三

・福 岡 支 社：福岡県糟屋郡粕屋町上大隈664-1

・岩 手 支 社：岩手県北上市村崎野18-294-28

・TEL:092-405-5600　FAX:092-405-5602

・設　　　立：平成18年8月8日

・資　本　金：300万円

・従 業 員 数：11名

・事 業 内 容：各種トラック・建設機械　国内販売、輸出、リース

・URL　https://www.comfort-corp.com/

新規
会員紹介

株式会社 コンフォート

はじめまして。株式会社コンフォートです。
建設機械・各種トラックの買取、販売、輸出を主とし、近年はリース業務に力を
入れております。
平成18年の創立以来、全国、海外へと販路開拓・拡大してまいりました。

レンタル部門では、ブルドーザー、ホイールローダー、アーティキュレートダンプ、
キャリアダンプ、フォークリフト等をラインアップとして揃えております。

社員は30～40代、少人数ではありますが皆様に喜んでいただけるサービスをご提供
できるよう尽力してまいります。
どうぞ宜しくお願いいたします。
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代表取締役：多田野　宏一

本社所在地：〒761-0102　香川県高松市新田町甲34番地

設　　　立：1973年（昭和48年）8月24日

従 業 員 数：単独1,428名、連結3,405名

事 業 内 容：建設用クレーン、車両搭載型クレーン及び

　　　　　　高所作業車等の製造販売

支店・営業所：10支店・23営業所

新規
賛助会員
紹介

株式会社 タダノ

　1948年に香川県の鉄工所から始まった当社はおかげさまで今年で創業100年目を
迎えました。
　現在の生産拠点は国内５つ、海外３つの工場でお客様にお届けするクレーン・高
所作業車を生産しております。
　創業当時の「世の中のお役に立つものを創りたい」という経営理念は今も変わっ
ておらず、これからもお客様の発展に寄与出来るよう努力して参りますのでよろし
くお願いいたします。
　なお、九州支店は福岡県大野城市にありますのでお近くにお越しの際はお気軽に
お立ち寄り下さい。
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　　　　　　高所作業車等の製造販売

支店・営業所：10支店・23営業所

新規
賛助会員
紹介

株式会社 タダノ

　1948年に香川県の鉄工所から始まった当社はおかげさまで今年で創業100年目を
迎えました。
　現在の生産拠点は国内５つ、海外３つの工場でお客様にお届けするクレーン・高
所作業車を生産しております。
　創業当時の「世の中のお役に立つものを創りたい」という経営理念は今も変わっ
ておらず、これからもお客様の発展に寄与出来るよう努力して参りますのでよろし
くお願いいたします。
　なお、九州支店は福岡県大野城市にありますのでお近くにお越しの際はお気軽に
お立ち寄り下さい。

関東(栃木県小山市) 関東(栃木県小山市)

九州(福岡県新宮町) 関西(大阪府大阪市)

新規賛助会員紹介

創　　　 業：1920年（大正9年）
設　　　 立：1956年（昭和31年）11月
資　　　 本：1億円
社 員 数：正社員：413名　非正社員：374名（2019年11月現在）
本社所在地：神奈川県平塚市紅谷町17-2
建 機 会 場：栃木県小山市神鳥谷2259-9
関 西 会 場：大阪府大阪市大正区鶴町3丁目26-28
福岡ヤード：福岡県糟屋郡新宮町大字上府683-1
建機専用HP： https://www.araiace.jp/

ご紹介
　当社は1920年に米の卸問屋として誕生し、1987年に中古車オークション事業に参入
しました。建機部門は2015年1月に栃木県小山市で「アライ建機オークション」として
スタートし、毎週開催の会員制中古建設機械オークション会場となりました。現在では
開催平均約700台の出品の他、大阪府の「関西会場」、福岡県の「福岡ヤード」を開設
し、遠方の会員様にとっても利便性の高い会場を目指しています。取り扱い機種は、油
圧ショベル・ホイールローダーは勿論、フォークリフト・発電機・ランマー・投光機・
アタッチメント単体等多岐にわたります。皆様にとって最高に有益な場となる中古建機
取引所としての役割を担えるよう目指して参ります。
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エアアジア航空の翼

マレーシアの鍋料理「スチームボード」を舌鼓

今回利用したバス

老舗店
「客家（ハッカ）」

00

「マレーシア研修旅行」視察報告「マレーシア研修旅行」視察報告

６月19日（水）
★クアラルンプールへ出発★
　朝早く、福岡空港国際線ターミナルに集合して旅
の始まりです。いきなり集合場所の連絡がうまく
いっていなかったために、全員が集合時間内に集ま
らないというトラブルがあったものの、無事に全員
が揃い、クアラルンプールへ出発することが出来ま
した。飛行時間は約６時間の空の旅です。乗り換え
がないのはいいのですが、なにせ格安航空会社（エ
アアジア航空）ですので、席が狭いのが難点でした。
　クアラルンプール国際空港に到着後、入国審査を
受けて、福岡空港で預けた荷物を受け取り、到着ロ
ビーに集合となるわけですが、国際空港で利用客も
多いので、全員が揃うまで時間がかかってしまいま
した。これもまた旅のハプニングですね。
　全員が揃ったら現地コーディネーターと合流し、

大型バスにて宿泊ホテル「ザ・リッツ・カールト
ン・クアラルンプール」へ移動です。クアラルンプー
ル市内は交通量も多く、交通渋滞も激しかったです。
　ホテル到着後は、少しの間部屋で休憩をとって、
マレーシア名物の鍋料理「スチームボード」を頂き
ました。

　
６月20日（木）
★クアラルンプールの市内観光★
　マイクロバスに乗って、クアラルンプール市内を
１日観光です。
　①「王宮」マレーシア国王の宮殿
　②「モスク」街には多くのモスクがあります
　③「クアラルンプール・シティ・ギャラリー」ク

アラルンプールの歴史や街並みがパネル展示さ
れています

　④「ＫＬタワー」塔頂421mの通信塔で、同じ役割
をもつ構造物では世界第４位の高さ

　⑤「ペトロナス・ツイン・タワー」国立石油会社
ペトロナスによって建築されたオフィスビル。
銀色に輝く夜の姿は幻想的です。

　⑥「バトゥ洞窟」ヒンドゥー教の聖地でエナジー
チャージ

　
　夕食は、マレーシアのカレー料理を頂きました。

　
６月21日（金）
★日野自動車工場見学とマラッカ観光★
　クアラルンプールから南へ約70kmに位置する「日
野モータース　マニファクチャリング　マレーシア　株
式会社」の工場見学をしました。この工場の敷地面
積は約171,397㎡で、中型トラック、小型トラック、
バスの生産を行っています。社員数は officeで47名、
factoryで約263名、その内240名が現地採用です。年
間10,000台の生産を行っています。工場内は暑さ対策
が工夫されており、思いのほか涼しかった印象でした。
　また、敷地内には「日野トータルサポート・カス

タマーセンター」（周回路700m、敷地面積39,600
㎡）が併設しており、年間約3,000名のトラック・バ
スドライバーに対して、安全運転・省燃費運転講習
を提供しています。マレーシアは人口が約3,000万人
を超え、年間経済成長率も５％前後で堅調に推移し
ていますが、その一方で交通事故の増加は深刻な社
会問題となっています。日野自動車では日本で培った
ノウハウの活用と経験豊富なインストラクターによる
実践的なトレーニングを通じて、お客様車両の稼働時
間最大化およびライフサイクルコストの最小化に努め
るともに交通事故減少への一翼を担っています。 　午後からは足を延ばして「マラッカ観光」です。

　①「チェン・フン・テン寺院（青雲亭）」マレーシ
ア最古の中国寺院です。

　②「オランダ広場」オランダ建造様式の建物がた
くさん集まっています。

　③「セント・ポール教会」ザビエルの遺骨はここ
に９カ月間安置された後、インドのゴアに移送
されたそうです。

　マラッカからクアラルンプールまでは約150kmの
距離で、通常は２時間30分かかるところ、渋滞が激
しく約４時間を要しました。皆さん、かなりお疲れ
モードでしたが、加治社長の乾杯の音頭で、ちょっ
と遅い夕食がスタートしました。

　
６月22日（土）
★自由行動そして日本へ出発★
　クアラルンプールの最終日は自由行動となりました。
　ゴルフ大好きおじさんは、プロの大会にも使われ
ることがある名門コース「ＴＰＣクアラルンプー

ル」でラウンドをしました。
　観光組は巨大ショッピングモールでショッピング
を楽しんだり、モノレールに乗って市内観光を楽し
んだりで、それぞれが最終日を満喫しました。
　マレーシアでの最後の夕食は中国料理を食しました。

　
　夕食を食べたら、クアラルンプール国際空港へ移
動し、名残惜しくもありますが日本へ帰国です。
　カウンターで搭乗手続きを済ませ、２回に渡るセ
キュリティチェックの後、搭乗ゲートをくぐって、
往路と同じくエアアジア航空で約６時間の空の旅です。

６月23日（日）
★日本へ帰国★
　約６時間のフライトを終えて、午前７時前に日本
へ到着しました。
　事故もなく、全員無事に研修旅行を終えることが
出来ました。
　峰平支部長の「お疲れ様でした」の挨拶によりお
開きとなりました。
　　　　　　　　　　　　　広報委員会　埴生健一

日本建設機械レンタル協会九州支部
50周年記念海外研修旅行

　熊本の地で「日本建設機械レンタル協会九州支部」の50周年記念式典を開催して
から丸二年がたちましたが、この度協会創立50周年記念として「マレーシア研修旅
行」を企画したところ、正会員・賛助会員16社、19名の方にご参加頂きました。
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に９カ月間安置された後、インドのゴアに移送
されたそうです。

　マラッカからクアラルンプールまでは約150kmの
距離で、通常は２時間30分かかるところ、渋滞が激
しく約４時間を要しました。皆さん、かなりお疲れ
モードでしたが、加治社長の乾杯の音頭で、ちょっ
と遅い夕食がスタートしました。

　
６月22日（土）
★自由行動そして日本へ出発★
　クアラルンプールの最終日は自由行動となりました。
　ゴルフ大好きおじさんは、プロの大会にも使われ
ることがある名門コース「ＴＰＣクアラルンプー

ル」でラウンドをしました。
　観光組は巨大ショッピングモールでショッピング
を楽しんだり、モノレールに乗って市内観光を楽し
んだりで、それぞれが最終日を満喫しました。
　マレーシアでの最後の夕食は中国料理を食しました。

　
　夕食を食べたら、クアラルンプール国際空港へ移
動し、名残惜しくもありますが日本へ帰国です。
　カウンターで搭乗手続きを済ませ、２回に渡るセ
キュリティチェックの後、搭乗ゲートをくぐって、
往路と同じくエアアジア航空で約６時間の空の旅です。

６月23日（日）
★日本へ帰国★
　約６時間のフライトを終えて、午前７時前に日本
へ到着しました。
　事故もなく、全員無事に研修旅行を終えることが
出来ました。
　峰平支部長の「お疲れ様でした」の挨拶によりお
開きとなりました。
　　　　　　　　　　　　　広報委員会　埴生健一

32



カスタマーセンターの前で記念撮影

講義中①

チ
ェ
ン
・
フ
ン
・
テ
ン
寺
院

オ
ラ
ン
ダ
広
場
で
記
念
撮
影

セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
教
会
に
建
つ

ザ
ビ
エ
ル
像

工場ロビーで記念撮影

教習コースの一部

講義中②

写真① 写真②

写真③

６月19日（水）
★クアラルンプールへ出発★
　朝早く、福岡空港国際線ターミナルに集合して旅
の始まりです。いきなり集合場所の連絡がうまく
いっていなかったために、全員が集合時間内に集ま
らないというトラブルがあったものの、無事に全員
が揃い、クアラルンプールへ出発することが出来ま
した。飛行時間は約６時間の空の旅です。乗り換え
がないのはいいのですが、なにせ格安航空会社（エ
アアジア航空）ですので、席が狭いのが難点でした。
　クアラルンプール国際空港に到着後、入国審査を
受けて、福岡空港で預けた荷物を受け取り、到着ロ
ビーに集合となるわけですが、国際空港で利用客も
多いので、全員が揃うまで時間がかかってしまいま
した。これもまた旅のハプニングですね。
　全員が揃ったら現地コーディネーターと合流し、

大型バスにて宿泊ホテル「ザ・リッツ・カールト
ン・クアラルンプール」へ移動です。クアラルンプー
ル市内は交通量も多く、交通渋滞も激しかったです。
　ホテル到着後は、少しの間部屋で休憩をとって、
マレーシア名物の鍋料理「スチームボード」を頂き
ました。

　
６月20日（木）
★クアラルンプールの市内観光★
　マイクロバスに乗って、クアラルンプール市内を
１日観光です。
　①「王宮」マレーシア国王の宮殿
　②「モスク」街には多くのモスクがあります
　③「クアラルンプール・シティ・ギャラリー」ク

アラルンプールの歴史や街並みがパネル展示さ
れています

　④「ＫＬタワー」塔頂421mの通信塔で、同じ役割
をもつ構造物では世界第４位の高さ

　⑤「ペトロナス・ツイン・タワー」国立石油会社
ペトロナスによって建築されたオフィスビル。
銀色に輝く夜の姿は幻想的です。

　⑥「バトゥ洞窟」ヒンドゥー教の聖地でエナジー
チャージ

　
　夕食は、マレーシアのカレー料理を頂きました。

　
６月21日（金）
★日野自動車工場見学とマラッカ観光★
　クアラルンプールから南へ約70kmに位置する「日
野モータース　マニファクチャリング　マレーシア　株
式会社」の工場見学をしました。この工場の敷地面
積は約171,397㎡で、中型トラック、小型トラック、
バスの生産を行っています。社員数は officeで47名、
factoryで約263名、その内240名が現地採用です。年
間10,000台の生産を行っています。工場内は暑さ対策
が工夫されており、思いのほか涼しかった印象でした。
　また、敷地内には「日野トータルサポート・カス
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タマーセンター」（周回路700m、敷地面積39,600
㎡）が併設しており、年間約3,000名のトラック・バ
スドライバーに対して、安全運転・省燃費運転講習
を提供しています。マレーシアは人口が約3,000万人
を超え、年間経済成長率も５％前後で堅調に推移し
ていますが、その一方で交通事故の増加は深刻な社
会問題となっています。日野自動車では日本で培った
ノウハウの活用と経験豊富なインストラクターによる
実践的なトレーニングを通じて、お客様車両の稼働時
間最大化およびライフサイクルコストの最小化に努め
るともに交通事故減少への一翼を担っています。 　午後からは足を延ばして「マラッカ観光」です。

　①「チェン・フン・テン寺院（青雲亭）」マレーシ
ア最古の中国寺院です。

　②「オランダ広場」オランダ建造様式の建物がた
くさん集まっています。

　③「セント・ポール教会」ザビエルの遺骨はここ
に９カ月間安置された後、インドのゴアに移送
されたそうです。

　マラッカからクアラルンプールまでは約150kmの
距離で、通常は２時間30分かかるところ、渋滞が激
しく約４時間を要しました。皆さん、かなりお疲れ
モードでしたが、加治社長の乾杯の音頭で、ちょっ
と遅い夕食がスタートしました。

　
６月22日（土）
★自由行動そして日本へ出発★
　クアラルンプールの最終日は自由行動となりました。
　ゴルフ大好きおじさんは、プロの大会にも使われ
ることがある名門コース「ＴＰＣクアラルンプー

ル」でラウンドをしました。
　観光組は巨大ショッピングモールでショッピング
を楽しんだり、モノレールに乗って市内観光を楽し
んだりで、それぞれが最終日を満喫しました。
　マレーシアでの最後の夕食は中国料理を食しました。

　
　夕食を食べたら、クアラルンプール国際空港へ移
動し、名残惜しくもありますが日本へ帰国です。
　カウンターで搭乗手続きを済ませ、２回に渡るセ
キュリティチェックの後、搭乗ゲートをくぐって、
往路と同じくエアアジア航空で約６時間の空の旅です。

６月23日（日）
★日本へ帰国★
　約６時間のフライトを終えて、午前７時前に日本
へ到着しました。
　事故もなく、全員無事に研修旅行を終えることが
出来ました。
　峰平支部長の「お疲れ様でした」の挨拶によりお
開きとなりました。
　　　　　　　　　　　　　広報委員会　埴生健一
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写真③

６月19日（水）
★クアラルンプールへ出発★
　朝早く、福岡空港国際線ターミナルに集合して旅
の始まりです。いきなり集合場所の連絡がうまく
いっていなかったために、全員が集合時間内に集ま
らないというトラブルがあったものの、無事に全員
が揃い、クアラルンプールへ出発することが出来ま
した。飛行時間は約６時間の空の旅です。乗り換え
がないのはいいのですが、なにせ格安航空会社（エ
アアジア航空）ですので、席が狭いのが難点でした。
　クアラルンプール国際空港に到着後、入国審査を
受けて、福岡空港で預けた荷物を受け取り、到着ロ
ビーに集合となるわけですが、国際空港で利用客も
多いので、全員が揃うまで時間がかかってしまいま
した。これもまた旅のハプニングですね。
　全員が揃ったら現地コーディネーターと合流し、

大型バスにて宿泊ホテル「ザ・リッツ・カールト
ン・クアラルンプール」へ移動です。クアラルンプー
ル市内は交通量も多く、交通渋滞も激しかったです。
　ホテル到着後は、少しの間部屋で休憩をとって、
マレーシア名物の鍋料理「スチームボード」を頂き
ました。

　
６月20日（木）
★クアラルンプールの市内観光★
　マイクロバスに乗って、クアラルンプール市内を
１日観光です。
　①「王宮」マレーシア国王の宮殿
　②「モスク」街には多くのモスクがあります
　③「クアラルンプール・シティ・ギャラリー」ク

アラルンプールの歴史や街並みがパネル展示さ
れています

　④「ＫＬタワー」塔頂421mの通信塔で、同じ役割
をもつ構造物では世界第４位の高さ

　⑤「ペトロナス・ツイン・タワー」国立石油会社
ペトロナスによって建築されたオフィスビル。
銀色に輝く夜の姿は幻想的です。

　⑥「バトゥ洞窟」ヒンドゥー教の聖地でエナジー
チャージ

　
　夕食は、マレーシアのカレー料理を頂きました。

　
６月21日（金）
★日野自動車工場見学とマラッカ観光★
　クアラルンプールから南へ約70kmに位置する「日
野モータース　マニファクチャリング　マレーシア　株
式会社」の工場見学をしました。この工場の敷地面
積は約171,397㎡で、中型トラック、小型トラック、
バスの生産を行っています。社員数は officeで47名、
factoryで約263名、その内240名が現地採用です。年
間10,000台の生産を行っています。工場内は暑さ対策
が工夫されており、思いのほか涼しかった印象でした。
　また、敷地内には「日野トータルサポート・カス
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タマーセンター」（周回路700m、敷地面積39,600
㎡）が併設しており、年間約3,000名のトラック・バ
スドライバーに対して、安全運転・省燃費運転講習
を提供しています。マレーシアは人口が約3,000万人
を超え、年間経済成長率も５％前後で堅調に推移し
ていますが、その一方で交通事故の増加は深刻な社
会問題となっています。日野自動車では日本で培った
ノウハウの活用と経験豊富なインストラクターによる
実践的なトレーニングを通じて、お客様車両の稼働時
間最大化およびライフサイクルコストの最小化に努め
るともに交通事故減少への一翼を担っています。 　午後からは足を延ばして「マラッカ観光」です。

　①「チェン・フン・テン寺院（青雲亭）」マレーシ
ア最古の中国寺院です。

　②「オランダ広場」オランダ建造様式の建物がた
くさん集まっています。

　③「セント・ポール教会」ザビエルの遺骨はここ
に９カ月間安置された後、インドのゴアに移送
されたそうです。

　マラッカからクアラルンプールまでは約150kmの
距離で、通常は２時間30分かかるところ、渋滞が激
しく約４時間を要しました。皆さん、かなりお疲れ
モードでしたが、加治社長の乾杯の音頭で、ちょっ
と遅い夕食がスタートしました。

　
６月22日（土）
★自由行動そして日本へ出発★
　クアラルンプールの最終日は自由行動となりました。
　ゴルフ大好きおじさんは、プロの大会にも使われ
ることがある名門コース「ＴＰＣクアラルンプー

ル」でラウンドをしました。
　観光組は巨大ショッピングモールでショッピング
を楽しんだり、モノレールに乗って市内観光を楽し
んだりで、それぞれが最終日を満喫しました。
　マレーシアでの最後の夕食は中国料理を食しました。

　
　夕食を食べたら、クアラルンプール国際空港へ移
動し、名残惜しくもありますが日本へ帰国です。
　カウンターで搭乗手続きを済ませ、２回に渡るセ
キュリティチェックの後、搭乗ゲートをくぐって、
往路と同じくエアアジア航空で約６時間の空の旅です。

６月23日（日）
★日本へ帰国★
　約６時間のフライトを終えて、午前７時前に日本
へ到着しました。
　事故もなく、全員無事に研修旅行を終えることが
出来ました。
　峰平支部長の「お疲れ様でした」の挨拶によりお
開きとなりました。
　　　　　　　　　　　　　広報委員会　埴生健一

マレーシア

マラッカの街並み①

池ポチャかナイス・オンか

レストラン　ゴールデン　ドラゴンボートにて

マラッカの街並み②

そろそろマレーシア料理にも慣れてきました

クアラルンプール屈指の屋台街「アロー通り」

６月19日（水）
★クアラルンプールへ出発★
　朝早く、福岡空港国際線ターミナルに集合して旅
の始まりです。いきなり集合場所の連絡がうまく
いっていなかったために、全員が集合時間内に集ま
らないというトラブルがあったものの、無事に全員
が揃い、クアラルンプールへ出発することが出来ま
した。飛行時間は約６時間の空の旅です。乗り換え
がないのはいいのですが、なにせ格安航空会社（エ
アアジア航空）ですので、席が狭いのが難点でした。
　クアラルンプール国際空港に到着後、入国審査を
受けて、福岡空港で預けた荷物を受け取り、到着ロ
ビーに集合となるわけですが、国際空港で利用客も
多いので、全員が揃うまで時間がかかってしまいま
した。これもまた旅のハプニングですね。
　全員が揃ったら現地コーディネーターと合流し、

大型バスにて宿泊ホテル「ザ・リッツ・カールト
ン・クアラルンプール」へ移動です。クアラルンプー
ル市内は交通量も多く、交通渋滞も激しかったです。
　ホテル到着後は、少しの間部屋で休憩をとって、
マレーシア名物の鍋料理「スチームボード」を頂き
ました。

　
６月20日（木）
★クアラルンプールの市内観光★
　マイクロバスに乗って、クアラルンプール市内を
１日観光です。
　①「王宮」マレーシア国王の宮殿
　②「モスク」街には多くのモスクがあります
　③「クアラルンプール・シティ・ギャラリー」ク

アラルンプールの歴史や街並みがパネル展示さ
れています

　④「ＫＬタワー」塔頂421mの通信塔で、同じ役割
をもつ構造物では世界第４位の高さ

　⑤「ペトロナス・ツイン・タワー」国立石油会社
ペトロナスによって建築されたオフィスビル。
銀色に輝く夜の姿は幻想的です。

　⑥「バトゥ洞窟」ヒンドゥー教の聖地でエナジー
チャージ

　
　夕食は、マレーシアのカレー料理を頂きました。

　
６月21日（金）
★日野自動車工場見学とマラッカ観光★
　クアラルンプールから南へ約70kmに位置する「日
野モータース　マニファクチャリング　マレーシア　株
式会社」の工場見学をしました。この工場の敷地面
積は約171,397㎡で、中型トラック、小型トラック、
バスの生産を行っています。社員数は officeで47名、
factoryで約263名、その内240名が現地採用です。年
間10,000台の生産を行っています。工場内は暑さ対策
が工夫されており、思いのほか涼しかった印象でした。
　また、敷地内には「日野トータルサポート・カス

タマーセンター」（周回路700m、敷地面積39,600
㎡）が併設しており、年間約3,000名のトラック・バ
スドライバーに対して、安全運転・省燃費運転講習
を提供しています。マレーシアは人口が約3,000万人
を超え、年間経済成長率も５％前後で堅調に推移し
ていますが、その一方で交通事故の増加は深刻な社
会問題となっています。日野自動車では日本で培った
ノウハウの活用と経験豊富なインストラクターによる
実践的なトレーニングを通じて、お客様車両の稼働時
間最大化およびライフサイクルコストの最小化に努め
るともに交通事故減少への一翼を担っています。 　午後からは足を延ばして「マラッカ観光」です。

　①「チェン・フン・テン寺院（青雲亭）」マレーシ
ア最古の中国寺院です。

　②「オランダ広場」オランダ建造様式の建物がた
くさん集まっています。

　③「セント・ポール教会」ザビエルの遺骨はここ
に９カ月間安置された後、インドのゴアに移送
されたそうです。
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　マラッカからクアラルンプールまでは約150kmの
距離で、通常は２時間30分かかるところ、渋滞が激
しく約４時間を要しました。皆さん、かなりお疲れ
モードでしたが、加治社長の乾杯の音頭で、ちょっ
と遅い夕食がスタートしました。

　
６月22日（土）
★自由行動そして日本へ出発★
　クアラルンプールの最終日は自由行動となりました。
　ゴルフ大好きおじさんは、プロの大会にも使われ
ることがある名門コース「ＴＰＣクアラルンプー

ル」でラウンドをしました。
　観光組は巨大ショッピングモールでショッピング
を楽しんだり、モノレールに乗って市内観光を楽し
んだりで、それぞれが最終日を満喫しました。
　マレーシアでの最後の夕食は中国料理を食しました。

　
　夕食を食べたら、クアラルンプール国際空港へ移
動し、名残惜しくもありますが日本へ帰国です。
　カウンターで搭乗手続きを済ませ、２回に渡るセ
キュリティチェックの後、搭乗ゲートをくぐって、
往路と同じくエアアジア航空で約６時間の空の旅です。

６月23日（日）
★日本へ帰国★
　約６時間のフライトを終えて、午前７時前に日本
へ到着しました。
　事故もなく、全員無事に研修旅行を終えることが
出来ました。
　峰平支部長の「お疲れ様でした」の挨拶によりお
開きとなりました。
　　　　　　　　　　　　　広報委員会　埴生健一
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ユアサ商事㈱九州建機部　岡田　久

オピニオン

　皆様明けましておめでとうございます。

　今回は、令和初めての元旦を迎えて私たちの

生活の中でのロボットとこの業界のその後につ

いて、つたない知識ではありますが話題にした

いと思います。

　現在自動車の自動運転システムの開発や労働

者の負担軽減を目的としたアシストスーツなど、

日々テレビやネットで紹介されており、海外で

はアマゾンがドローンでの宅配サービスの実験

も行っています。

　正直、数年前（？）にソニーがAIBOを発売し、

ソフトバンクがペッパーを発売した際はおも

ちゃの様なものだと思っていましたが、現在で

は子供の頃テレビで見ていた当時では夢の様な

事が現実化しています。

　当業界においても、25年前の長崎普賢岳噴火

後の復旧工事に遠隔操作のバックホー・キャリ

アダンプが活躍し、東北の震災後の原子力発電

所では、遠隔カメラ付きのロボットによりメル

トダウンの状況が確認出来たりと、かなり身近

にロボットといえる商品が出てきています。

　この数年で人手不足を解消する為の省力化と

現場での事故削減を目指し、国土交通省を主体

にゼネコンや大手企業の現場での採用も多くな

り、当会員の皆様でもマシンガイダンスやマシ

ンコントロールといった、ICT建機を導入され

ている会社様もいらっしゃると思います。

　今後は、機械レンタルというハード面と機械

への情報のシンストールや工事完成書の作成補

助等といったソフト面両面でのサポートが必需

となり、当該知識を含めた社員教育も必要にな

るでしょう。

　私も50になり、ソフト面（パソコンの多様

化）にはなかなか苦戦を強いられています。

　やはり頭が柔らかい若い方々をこの業界へ勧

誘するには、キツイ・危険と言われるこの業界

でロボットという比較的身近な商材でアピール

する事も良いかとは考えます。

　あと数年すると、自動で掘削や舗装をロボッ

ト化した重機が行う時代になるかもしれません。

　私がユアサを退職する時には、若者がプログ

ラムされた重機をレンタカー感覚で貸し出しす

る時代であって欲しいなと思うこの頃です。

　取り留めのない話で申し訳ありませんでした。

私たちの生活の中での
ロボットと業界について
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ユアサ商事㈱九州建機部　岡田　久

オピニオン

　皆様明けましておめでとうございます。

　今回は、令和初めての元旦を迎えて私たちの

生活の中でのロボットとこの業界のその後につ

いて、つたない知識ではありますが話題にした

いと思います。

　現在自動車の自動運転システムの開発や労働

者の負担軽減を目的としたアシストスーツなど、

日々テレビやネットで紹介されており、海外で

はアマゾンがドローンでの宅配サービスの実験

も行っています。

　正直、数年前（？）にソニーがAIBOを発売し、

ソフトバンクがペッパーを発売した際はおも

ちゃの様なものだと思っていましたが、現在で

は子供の頃テレビで見ていた当時では夢の様な

事が現実化しています。

　当業界においても、25年前の長崎普賢岳噴火

後の復旧工事に遠隔操作のバックホー・キャリ

アダンプが活躍し、東北の震災後の原子力発電

所では、遠隔カメラ付きのロボットによりメル

トダウンの状況が確認出来たりと、かなり身近

にロボットといえる商品が出てきています。

　この数年で人手不足を解消する為の省力化と

現場での事故削減を目指し、国土交通省を主体

にゼネコンや大手企業の現場での採用も多くな

り、当会員の皆様でもマシンガイダンスやマシ

ンコントロールといった、ICT建機を導入され

ている会社様もいらっしゃると思います。

　今後は、機械レンタルというハード面と機械

への情報のシンストールや工事完成書の作成補

助等といったソフト面両面でのサポートが必需

となり、当該知識を含めた社員教育も必要にな

るでしょう。

　私も50になり、ソフト面（パソコンの多様

化）にはなかなか苦戦を強いられています。

　やはり頭が柔らかい若い方々をこの業界へ勧

誘するには、キツイ・危険と言われるこの業界

でロボットという比較的身近な商材でアピール

する事も良いかとは考えます。

　あと数年すると、自動で掘削や舗装をロボッ

ト化した重機が行う時代になるかもしれません。

　私がユアサを退職する時には、若者がプログ

ラムされた重機をレンタカー感覚で貸し出しす

る時代であって欲しいなと思うこの頃です。

　取り留めのない話で申し訳ありませんでした。

私たちの生活の中での
ロボットと業界について
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㈲南陽リース　臼木琢哉

オピニオン

　皆さん健康には気を付けていらっしゃいます

か？　もちろん気を付けてはいらっしゃると思

いますが、どうして突然こんな事を言い出した

かというと、先日衝撃的なことがありました。

　昔から仲良くしている同年代の友人の話です。

とても優しくて面倒見がよく周囲の人からも好

かれる性格で連絡をしたら必ず返信があるそん

な友人ですが、それまでは普通にやり取りして

いたのですが突然音信不通になってしまいまし

た。電話やSNSなど誰が連絡しても返信がなく、

家を訪ねても誰もいない。

　その友人が連絡を返さないなんてことは考え

られなかったので、何かあったのは間違いなく

何か事件に巻き込まれたのか、ただただ心配で

無事でいることを祈るばかりでした。

　そんな状態が２ケ月ほどつづいたある日、共

通の友人から連絡がありました。

　話によると、詳しい状態はわからないけれど

長距離ドライバーをやっている友人は遠方の輸

送先で作業中に倒れてそのまま病院へ搬送され

入院しているという事でした。

　生きているという話を聞いて一安心しました

が、あんなに健康そうな人に何があったの

か・・・この時点ではどんな状態かが分からな

かったため心配は尽きませんでした。

　それからしばらくして見舞いに行った人など

から情報が入り段々と状態が分かってきました。

　その友人は仕事中に脳出血を起こし病院へ運

ばれ現在も意識不明の状態という事でした。衝

撃でした、まだまだ若いしあんなに健康そうな

人がどうして？　というのが最初の印象でした。

　倒れた直後は自発呼吸も出来ない状態だった

そうですが、現在は少しずつではありますが回

復も見られ、自発呼吸も出来るようになってい

ます。しかし、意識不明の状態は変わらず、声

かけなどにもまったく反応はない状態です。た

だ、起きている時は目を開いているので、もし

かすると意識があるけどまったく体を動かせな

い状態なのかもしれません。

　奇跡を信じて、声掛けをしたり、好きな音楽

を聴かせたり、見えているか分からないですが

思い出の映像を見せたりしています。少しずつ

でも回復することを願うばかりです。

　自分が年取ったということもありますが、こ

こ数年で同級生が倒れて半身不随になったりと

若くして病気で動けなくなった友人が多く、い

ろいろと考えさせられました。

　自分の健康は本当に大丈夫なのかな？　自分

が今同じように倒れたらどうなるだろう？

　当たり前の様に送ることが出来ている日常も

当たり前ではないという事を改めて考える機会

をもらったのだと感じています。この機会を無

駄にしないよう、自分に言い聞かせる意味もあ

りここに書かせていただきました。

　そして皆様が健康で日常を送られます事を切

に願っております。

健康ってなんだろう
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事務局　藤井　正

オピニオン

　2019年に全国で行われたラグビーワールド

カップは大盛況で終わりました。大会開始前に

はノーサイドゲームというラグビーを題材にし

たドラマもあったし、一旦始まってしまうと日

本代表のハラハラさせられる試合に興奮し、毎

週の試合がすごく楽しみになりました。

　福岡でもどんどん盛り上がり、アイルランド

戦があった9月28日に博多駅前のファンゾーン

で見ようと試合20分前ぐらいに駅に着いたら、

ファンゾーンに入れない人が駅前の広場にあふ

れかえっていて、大画面が小さくしか見えませ

んでした。おまけに始まって5分くらいするとテ

レビが不調で何度も消えてしまうので、結局は

車のワンセグで観戦し、福岡堅樹の逆転トライ

を見ることができました。

　

　私が社会人になった40年近く前は大学ラグ

ビーが大人気で、当時の国立競技場で行われた

早明戦や大学選手権はいつも超満員になってい

ました。新日鉄釜石の松尾や早稲田の本城、同

志社の林、大八木、平尾などが活躍していた時

代です。ラグビー好きの仲間と国立競技場まで

見に行って、試合が終わるとすぐ近くにある

ホープ軒という立ち食いのラーメン屋でラーメ

ン食べて温まったのが懐かしい思い出です。

　しかし、その後ラグビー人気はだんだんなく

なっていき、私も興味がなくなり、社会人と大

学生の実力が開きすぎて日本選手権がどんどん

変わっていったりして、ラグビーのことを忘れ

ていました。

　2015年のイギリスで行われたラグビーワール

ドカップで日本代表が南アフリカを破るという

大金星を上げました。その時から日本で行われ

るラグビーワールドカップが楽しみになりまし

た。ただ、ヘッドコーチは変わるし、次のヘッ

ドコーチもなかなか決まらないなど、日本大会

は大丈夫かなとも思っていました。でも結果は

すごい盛り上がりで日本代表戦以外でも観客が

一杯に入り、いい意味で予想は大きく裏切られ

ました。

　ラグビーワールドカップ日本大会は全国各地

で試合が予定され、幸い九州でも試合が行われ

るというので、福岡で2試合、大分で1試合見よ

うと1年以上前に地元申込枠や1次抽選申込をし

て切符を取りました。日本代表の試合は4万円も

するので一回抽選申込して落選したので諦めま

した。しかし、もし当たっていたら台風の翌日

だったので大変だったと思います。

　福岡で2試合、大分で1試合（一番安い席です

が）見に行った感想ですが、ボランティアの人

の歓迎が素晴らしかったのと西洋人が陽気で

ビールをいかに飲むのか、そしてラグビー自体

の楽しさに改めて気づかされました。博多の森

球技場へは徒歩25分ほどかかりますが、ボラン

ティアがコースの途中に多数立って笑顔で迎え

てくれハイタッチをしてくれました。日本人は

ちょっと照れ臭いところもありますが、子供や

外国人は結構喜んでハイタッチしていました。また

仮装の観客も多くみかけました。西洋人たちは途中

でお酒を飲んでエネルギーをためて行くのです。会

場手前のセブンイレブンの駐車場がまるでパブのよ

うになって賑わっていました。彼らは会場に入って

もビールを買い続けます。売店は長蛇の列だし客席

のハイネケンガールたちも大忙し。アイルランドが

出る試合では博多駅から乗ってきたサポーターが地

下鉄の中で熱唱、駅構内、そして会場でもみんなで

歌っていました。フランスの観客は何度もウェイブ

をやろうと会場を走り、警備のおじさんに注意され

ていました。大分では酔っぱらって全裸になった若

いオーストラリア男性がグランドに入って警備につ

かまっていましたっけ。

　試合は会場で見ていると途中まではどっちが勝つ

かわからないゲームが多くて飽きませんでしたし、

すごい迫力を感じさせてくれました。会場の人も人

気ある選手をよく知っていて、大歓声が沸いていた

のも驚きでした。オーストラリア対ウルグアイ戦を

見るため大分駅前の会場行きのバスに並んでいたら

70歳を過ぎているように見える二人のおばあさん

が、その前にあったニュージーランド対カナダ戦に

ついて話していて驚きました。俄かと言われてはい

ましたがけっこうコアなファンもいたようです。

　終わってみるとお祭りが終わったみたいに感じる

ワールドカップでしたが、今度は国内のラグビーの

試合も見に行こうと思っています。

ラグビーワールドカップ日本大会
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事務局　藤井　正

オピニオン
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ていました。

　2015年のイギリスで行われたラグビーワール

ドカップで日本代表が南アフリカを破るという

大金星を上げました。その時から日本で行われ

るラグビーワールドカップが楽しみになりまし

た。ただ、ヘッドコーチは変わるし、次のヘッ

ドコーチもなかなか決まらないなど、日本大会

は大丈夫かなとも思っていました。でも結果は

すごい盛り上がりで日本代表戦以外でも観客が

一杯に入り、いい意味で予想は大きく裏切られ

ました。

　ラグビーワールドカップ日本大会は全国各地

で試合が予定され、幸い九州でも試合が行われ

るというので、福岡で2試合、大分で1試合見よ

うと1年以上前に地元申込枠や1次抽選申込をし

て切符を取りました。日本代表の試合は4万円も

するので一回抽選申込して落選したので諦めま

した。しかし、もし当たっていたら台風の翌日

だったので大変だったと思います。

　福岡で2試合、大分で1試合（一番安い席です

が）見に行った感想ですが、ボランティアの人

の歓迎が素晴らしかったのと西洋人が陽気で

ビールをいかに飲むのか、そしてラグビー自体

の楽しさに改めて気づかされました。博多の森

球技場へは徒歩25分ほどかかりますが、ボラン

ティアがコースの途中に多数立って笑顔で迎え

てくれハイタッチをしてくれました。日本人は

ちょっと照れ臭いところもありますが、子供や

外国人は結構喜んでハイタッチしていました。また

仮装の観客も多くみかけました。西洋人たちは途中

でお酒を飲んでエネルギーをためて行くのです。会

場手前のセブンイレブンの駐車場がまるでパブのよ

うになって賑わっていました。彼らは会場に入って

もビールを買い続けます。売店は長蛇の列だし客席

のハイネケンガールたちも大忙し。アイルランドが

出る試合では博多駅から乗ってきたサポーターが地

下鉄の中で熱唱、駅構内、そして会場でもみんなで

歌っていました。フランスの観客は何度もウェイブ

をやろうと会場を走り、警備のおじさんに注意され

ていました。大分では酔っぱらって全裸になった若

いオーストラリア男性がグランドに入って警備につ

かまっていましたっけ。

　試合は会場で見ていると途中まではどっちが勝つ

かわからないゲームが多くて飽きませんでしたし、

すごい迫力を感じさせてくれました。会場の人も人

気ある選手をよく知っていて、大歓声が沸いていた

のも驚きでした。オーストラリア対ウルグアイ戦を

見るため大分駅前の会場行きのバスに並んでいたら

70歳を過ぎているように見える二人のおばあさん

が、その前にあったニュージーランド対カナダ戦に

ついて話していて驚きました。俄かと言われてはい

ましたがけっこうコアなファンもいたようです。

　終わってみるとお祭りが終わったみたいに感じる

ワールドカップでしたが、今度は国内のラグビーの

試合も見に行こうと思っています。

ラグビーワールドカップ日本大会

●セブンイレブン前の酒盛り

●大分駅前のオブジェ

●アイルランドのサポーター

●博多駅前でサモア戦を見る人たち

●大分スポーツ公園総合競技場
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んでした。おまけに始まって5分くらいするとテ

レビが不調で何度も消えてしまうので、結局は

車のワンセグで観戦し、福岡堅樹の逆転トライ

を見ることができました。
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早明戦や大学選手権はいつも超満員になってい
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代です。ラグビー好きの仲間と国立競技場まで

見に行って、試合が終わるとすぐ近くにある

ホープ軒という立ち食いのラーメン屋でラーメ

ン食べて温まったのが懐かしい思い出です。

　しかし、その後ラグビー人気はだんだんなく

なっていき、私も興味がなくなり、社会人と大
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長崎街道とは　 砂糖を運んだシュガーロード

カメラ散歩

とは崎街道長長 道長 道と長 は崎長 街道とは崎街道崎街道街 砂糖を運んだシュガーロード

カメララ散歩

仮00 仮00

長崎街道「シュガーロード」佐賀城下編
「長崎の遠か」――かつて、この言葉が使われ、さかん
に使われた時代がありました。砂糖を節約しすぎた料理
を揶揄したこの言葉は、「砂糖＝長崎」、「長崎＝砂糖」と
いう両者の深い結びつきがあったことをいまに伝えてい
ます。
この砂糖は、当時九州随一の脇街道だった長崎街道を
通って「始発・長崎」から「終点・小倉」までの228km
を運ばれます。長崎街道、すなわちシュガーロードは、
砂糖を日本全国に流通させるだけでなく、各地の文化に
大きな影響をあたえました。

長崎街道は、九州各地の大名たちの長崎警備や参勤交代、オ
ランダ商館長の江戸参府、海外からの品々や技術、文化を
京・大坂、江戸へと運ぶための街道として栄えてきました。

佐賀市内の長崎街道入口には「ながさきへ」と書き記され
た石碑が残されています。その隣には構口番所跡と書かれ
た柱が立っています。

佐賀藩は、江戸時代初期から外国船に対する長崎警備を担
当しており、嘉永3年（1850）頃に長崎港外（外海そとめ）の
防御の重要性を幕府に建議しました。長崎警備の強化に大
砲が必要となり、鉄製大砲の鋳造をするために築造された
のが築地反射炉です。

街道沿道は砂糖のほか、菓子作りの技法なども入手しやすかったため、全国的にも有名な銘菓が生まれたのです。
南蛮から伝わった菓子は、それまでの和菓子とは違い、砂糖をふんだんに使うもの。この伝来により、菓子の世界に
革命が起こり、長崎街道を中心に、砂糖文化が各地の文化と風土を取り入れ、個性ある味へと花開きました。
そのため長崎街道は砂糖の道「シュガーロード」とも呼ばれており、今なおその技術と味は受け継がれています。

「佐賀懸護国神社」は鍋島直大公が、国家のため身をささ
げた藩士の忠節に報いようと、明治元年に建てたもので
す。当時このような招魂社は、東京、秋田、京都、佐賀の
4か所にのみありました。

【昔ようかん】●八頭司伝吉本舗（本店）
〒845-0001　佐賀県小城市小城町152-17
営業時間：8:30～19:30　定休日：なし
TEL：0952-73-2355

【とら焼き宗歓】●村岡総本舗（本店）
〒845-0001　佐賀県小城市小城町861
営業時間：8:00～20:00　定休日：なし
TEL：0952-72-2131

【丸房露】●鶴屋（佐賀本店）
〒840-0046　佐賀県佐賀市西魚町1番地
営業時間：9:00～19:00　定休日：なし（元日を除く）
TEL：0952-22-2314

【佐賀錦】●村岡屋（本店）
〒840-0816　佐賀県佐賀市駅南本町3-18
営業時間：8:30～20:00　定休日：なし
TEL：0952-22-4141

この建物は旧古賀銀行で、現在、「佐賀市歴史民俗館」となって
います。大正時代の洋風建築様式を今に残している建物です。
この建物を含めて街道沿いにあるいくつかの旧家を合わせて、
歴史的建造物として指定されています。

長崎へ通じる長崎街道は、佐賀藩の城下町を通っていまし
た。八戸町から長瀬町にかけての道は上から見ると「のこ
ぎりの歯」のようにジクザクになっています。これは戦の
ときに家屋のカギ形の部分に隠れ、外敵を防ぐような家並
みに建てられたと言われています。

『長崎港之図』長崎歴史文化博物館収蔵

長崎街道とは　　砂糖を運んだシュガーロード

長崎街道「佐賀銘菓巡り」
佐賀へお越しの際は、是非とも足を運んでください
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阿蘇市は、熊本県東北部九州山地内に位置し、
大部分は阿蘇山が形成したカルデラ盆地の中に含まれています。
阿蘇五岳・草千里ヶ浜、大観望など四季折々に映し出される
絶景スポット、温泉に神社やお寺など見所も多く、
一年中観光客が絶えません。

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

世
界
の
カ
ル
デ
ラ 
阿
蘇
市

阿蘇中岳
活発な噴火活動を続ける中岳。白い煙をあげる火口周辺
は、ダイナミックな山肌を望む風景が広がっている。

阿蘇神社
全国に約450社ある「阿蘇神社」の総本社である。
全国的にも珍しい横参道で、参道の南には阿蘇火口、北に
は国造神社が位置していると言われている。熊本地震で被
災した阿蘇神社は、11月で復旧着工から2年を迎えまし
た。2年をかけて手作業で丁寧に解体された楼門の復旧工
事が、いよいよ来年から本格化します。

火振り神社
3月中旬、阿蘇神社で行われる阿蘇地方の五穀豊穣を祈る神事。縄の先の茅束に火をつけて振
り回し夜の神殿をうかびあがらせ、いくつもの火の輪が重なり幻想的な世界を作り出します。

門前町商店街
阿蘇神社の門前にある、門前町商店街を散
策すると、レトロな空間に時間を忘れての
んびりとした時間を体感することができま
す。この商店街には、あちこちのお店に水
が湧き出ている『水基（みずき）』と呼ばれ
る湧水スポットがあります。

草千里ヶ浜
火口の跡で、中央には雨水が溜まった大きな池が
あり放牧牛がのんびりと草を食んでいる、後方に
は噴煙をあげる中岳がそびえ阿蘇を代表する絶景
スポットとなっている。

阿蘇の空中散歩
スカイスポーツなどの体験もできます。

阿蘇盆地を覆い尽くす雄大な雲海
阿蘇五岳と雲海が織りなす迫力ある眺めは訪れる
人々を魅了してやまない。

ウソップ像
JR阿蘇駅前に、漫画『ONE PIECE』と連携した復興プロジェクトで県内の被災地に「麦わ
らの一味」の仲間たちの像を、９体設置する予定でそのうちの１体が阿蘇に登場しました。

はな阿蘇美
阿蘇市内牧温泉の入口にある、はな阿蘇美ローズ
ガーデン750種4,500株のバラが咲き誇るバラ園

注：地震前の写真
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阿蘇市は、熊本県東北部九州山地内に位置し、
大部分は阿蘇山が形成したカルデラ盆地の中に含まれています。
阿蘇五岳・草千里ヶ浜、大観望など四季折々に映し出される
絶景スポット、温泉に神社やお寺など見所も多く、
一年中観光客が絶えません。
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阿蘇中岳
活発な噴火活動を続ける中岳。白い煙をあげる火口周辺
は、ダイナミックな山肌を望む風景が広がっている。

阿蘇神社
全国に約450社ある「阿蘇神社」の総本社である。
全国的にも珍しい横参道で、参道の南には阿蘇火口、北に
は国造神社が位置していると言われている。熊本地震で被
災した阿蘇神社は、11月で復旧着工から2年を迎えまし
た。2年をかけて手作業で丁寧に解体された楼門の復旧工
事が、いよいよ来年から本格化します。

火振り神社
3月中旬、阿蘇神社で行われる阿蘇地方の五穀豊穣を祈る神事。縄の先の茅束に火をつけて振
り回し夜の神殿をうかびあがらせ、いくつもの火の輪が重なり幻想的な世界を作り出します。

門前町商店街
阿蘇神社の門前にある、門前町商店街を散
策すると、レトロな空間に時間を忘れての
んびりとした時間を体感することができま
す。この商店街には、あちこちのお店に水
が湧き出ている『水基（みずき）』と呼ばれ
る湧水スポットがあります。

草千里ヶ浜
火口の跡で、中央には雨水が溜まった大きな池が
あり放牧牛がのんびりと草を食んでいる、後方に
は噴煙をあげる中岳がそびえ阿蘇を代表する絶景
スポットとなっている。

阿蘇の空中散歩
スカイスポーツなどの体験もできます。

阿蘇盆地を覆い尽くす雄大な雲海
阿蘇五岳と雲海が織りなす迫力ある眺めは訪れる
人々を魅了してやまない。

ウソップ像
JR阿蘇駅前に、漫画『ONE PIECE』と連携した復興プロジェクトで県内の被災地に「麦わ
らの一味」の仲間たちの像を、９体設置する予定でそのうちの１体が阿蘇に登場しました。

はな阿蘇美
阿蘇市内牧温泉の入口にある、はな阿蘇美ローズ
ガーデン750種4,500株のバラが咲き誇るバラ園

注：地震前の写真
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あり放牧牛がのんびりと草を食んでいる、後方に
は噴煙をあげる中岳がそびえ阿蘇を代表する絶景
スポットとなっている。

阿蘇の空中散歩
スカイスポーツなどの体験もできます。

阿蘇盆地を覆い尽くす雄大な雲海
阿蘇五岳と雲海が織りなす迫力ある眺めは訪れる
人々を魅了してやまない。
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JR阿蘇駅前に、漫画『ONE PIECE』と連携した復興プロジェクトで県内の被災地に「麦わ
らの一味」の仲間たちの像を、９体設置する予定でそのうちの１体が阿蘇に登場しました。
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テニスボールを
当てる場所

テニスボールを
当てる場所

仮00 仮00

身体のあらゆる部位のコリや痛み、さらにダイ

エットにも効果的なテニスボールマッサージ。

テニスボールさえあれば、ちょっと疲れた時や

空いた時間、またはテレビを見ながらと自分の

好きな時間に出来るのでお勧めです。その方法

やコツをご紹介します。

【基本】テニスボールマッサージのやり方

始める前にまずは呼吸方法から。鼻から吸って、

お腹を凹ませながら「はぁ～」と口から出しま

す。痛いときほど、深い呼吸を意識しましょう。

テニスボールは、硬式用を使います。ほぐした

い部分にテニスボールをあてて、心地良い痛さ

を感じる強さで刺激しましょう。

＜注意点＞

・いきなり体重をかけないように、調整しなが

ら始める。

・痛さを我慢して行うと揉み返しの原因となる

ので、刺激を与え過ぎないようにする。

・同じ部位ばかり刺激を与えない。

【初級】足の裏コロコロ　　
　　　 むくみ解消、冷え性の改善効果！

　痛みレベル★☆☆
　使用するテニスボール：1個

①床にテニスボールを置き、その上に足をの

せます。つま先からかかとまでまんべんな

くテニスボールを押し当てて、ぎゅうっと

力をこめ深呼吸しながら押し込んでいくよ

うに転がします。

②慣れてきたら、テニスボールが飛び出さな

いように内側（土踏まず側）や外側（小指側）

へも展開してみましょう。痛いところはや

や体重をかけ深呼吸しながら重点的に行い

ます。

③ 2～3分ほど行ったら、

　 今度は反対の足も同様に

　 行います。

【中級】肩まわりをほぐす
　　　 肩こり解消！

　痛みレベル★★☆　
　使用するテニスボール：1個

①仰向けに寝て、肩甲骨の下あたりにテニス

ボールを置きます。

　※いきなりテニスボールに体重をかけると

　痛い場合もあるので、ゆっくりと位置を

　調整しましょう。

②位置が決まったら、腕を上下左右に動かし

たり、回したりします。

③徐々にテニスボールを上下に移動させて、

同じく腕を動かします。

④次は横向きになって、腕のつけ根の下にテ

ニスボールを置き身体を上下に動かします。

痛い場合は、適度な体重をかけて30秒～

１分間キープしましょう。

⑤反対側も同じように行います。

　◇仰向きになれない場合や痛みが強い場合、

　壁を使ってマッサージしましょう。

　　壁と肩の間にテニスボールを挟み、心地

　良い痛さを感じる強さで身体を上下左右

　に動かしてマッサージします。

　
【上級】お尻のコリをほぐす
　　　 歩行がスムーズに、腰痛予防！

　痛みレベル★★★　
　使用するテニスボール：1個

①仰向けになって両ヒザを立て、テニスボー

ルはお尻の下に置きます。

　※肩と同様にいきなりテニスボールに体重

をかけると痛い場合もあるので、ゆっくり

とおろしましょう。

②身体を上下左右に動かしてテニスボールを

コロコロ動かしながら、お尻のこっている

部分を特に入念にマッサージします。

③ちょっと痛いなぁと思う部分を発見したら、

動きを止め、テニスボールの乗ってる足を

　

　外側に開いて行きます。2～3回、戻して

開いてを繰り返します。

④次はお尻の横をマッサージします。仰向け

になり、大転子（腰骨の出っ張り部分）の位

置あたりにテニスボールを置き、そのまま

横になります。

　※痛みが強い時は、肘をついて横向きにな

ります。

⑤痛みがあまりない場合は、テニスボールを

少しずつ動かしながら痛い箇所をさがしま

しょう。身体を上下に動かしマッサージし

ます。痛い場合は、動かさずに適度な体重

をかけて30秒～1分間キープしましょう。

⑥反対側も同じように行います。

　◇仰向きになれない場合や痛みが強い場合、

　壁を使ってマッサージしましょう。

　　壁とお尻の間にテニスボールを挟み、心

　地良い痛さを感じる強さで身体を上下左

　右に動かしてマッサージします。

　　椅子に座ってのマッサージも可能です。

健康
一口メモ

簡単！テニスボールを　 使ってセルフマッサージ
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エットにも効果的なテニスボールマッサージ。

テニスボールさえあれば、ちょっと疲れた時や

空いた時間、またはテレビを見ながらと自分の

好きな時間に出来るのでお勧めです。その方法

やコツをご紹介します。

【基本】テニスボールマッサージのやり方

始める前にまずは呼吸方法から。鼻から吸って、

お腹を凹ませながら「はぁ～」と口から出しま

す。痛いときほど、深い呼吸を意識しましょう。

テニスボールは、硬式用を使います。ほぐした

い部分にテニスボールをあてて、心地良い痛さ

を感じる強さで刺激しましょう。

＜注意点＞

・いきなり体重をかけないように、調整しなが

ら始める。

・痛さを我慢して行うと揉み返しの原因となる

ので、刺激を与え過ぎないようにする。

・同じ部位ばかり刺激を与えない。

【初級】足の裏コロコロ　　
　　　 むくみ解消、冷え性の改善効果！

　痛みレベル★☆☆
　使用するテニスボール：1個

①床にテニスボールを置き、その上に足をの

せます。つま先からかかとまでまんべんな

くテニスボールを押し当てて、ぎゅうっと

力をこめ深呼吸しながら押し込んでいくよ

うに転がします。

②慣れてきたら、テニスボールが飛び出さな

いように内側（土踏まず側）や外側（小指側）

へも展開してみましょう。痛いところはや

や体重をかけ深呼吸しながら重点的に行い

ます。

③ 2～3分ほど行ったら、

　 今度は反対の足も同様に

　 行います。

【中級】肩まわりをほぐす
　　　 肩こり解消！

　痛みレベル★★☆　
　使用するテニスボール：1個

①仰向けに寝て、肩甲骨の下あたりにテニス

ボールを置きます。

　※いきなりテニスボールに体重をかけると

　痛い場合もあるので、ゆっくりと位置を

　調整しましょう。

②位置が決まったら、腕を上下左右に動かし

たり、回したりします。

③徐々にテニスボールを上下に移動させて、

同じく腕を動かします。

④次は横向きになって、腕のつけ根の下にテ

ニスボールを置き身体を上下に動かします。

痛い場合は、適度な体重をかけて30秒～

１分間キープしましょう。

⑤反対側も同じように行います。

　◇仰向きになれない場合や痛みが強い場合、

　壁を使ってマッサージしましょう。

　　壁と肩の間にテニスボールを挟み、心地

　良い痛さを感じる強さで身体を上下左右

　に動かしてマッサージします。

　
【上級】お尻のコリをほぐす
　　　 歩行がスムーズに、腰痛予防！

　痛みレベル★★★　
　使用するテニスボール：1個

①仰向けになって両ヒザを立て、テニスボー

ルはお尻の下に置きます。

　※肩と同様にいきなりテニスボールに体重

をかけると痛い場合もあるので、ゆっくり

とおろしましょう。

②身体を上下左右に動かしてテニスボールを

コロコロ動かしながら、お尻のこっている

部分を特に入念にマッサージします。

③ちょっと痛いなぁと思う部分を発見したら、

動きを止め、テニスボールの乗ってる足を

　

　外側に開いて行きます。2～3回、戻して

開いてを繰り返します。

④次はお尻の横をマッサージします。仰向け

になり、大転子（腰骨の出っ張り部分）の位

置あたりにテニスボールを置き、そのまま

横になります。

　※痛みが強い時は、肘をついて横向きにな

ります。

⑤痛みがあまりない場合は、テニスボールを

少しずつ動かしながら痛い箇所をさがしま

しょう。身体を上下に動かしマッサージし

ます。痛い場合は、動かさずに適度な体重

をかけて30秒～1分間キープしましょう。

⑥反対側も同じように行います。

　◇仰向きになれない場合や痛みが強い場合、

　壁を使ってマッサージしましょう。

　　壁とお尻の間にテニスボールを挟み、心

　地良い痛さを感じる強さで身体を上下左

　右に動かしてマッサージします。

　　椅子に座ってのマッサージも可能です。
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身体のあらゆる部位のコリや痛み、さらにダイ

エットにも効果的なテニスボールマッサージ。

テニスボールさえあれば、ちょっと疲れた時や

空いた時間、またはテレビを見ながらと自分の

好きな時間に出来るのでお勧めです。その方法

やコツをご紹介します。

【基本】テニスボールマッサージのやり方

始める前にまずは呼吸方法から。鼻から吸って、

お腹を凹ませながら「はぁ～」と口から出しま

す。痛いときほど、深い呼吸を意識しましょう。

テニスボールは、硬式用を使います。ほぐした

い部分にテニスボールをあてて、心地良い痛さ

を感じる強さで刺激しましょう。

＜注意点＞

・いきなり体重をかけないように、調整しなが

ら始める。

・痛さを我慢して行うと揉み返しの原因となる

ので、刺激を与え過ぎないようにする。

・同じ部位ばかり刺激を与えない。

【初級】足の裏コロコロ　　
　　　 むくみ解消、冷え性の改善効果！

　痛みレベル★☆☆
　使用するテニスボール：1個

①床にテニスボールを置き、その上に足をの

せます。つま先からかかとまでまんべんな

くテニスボールを押し当てて、ぎゅうっと

力をこめ深呼吸しながら押し込んでいくよ

うに転がします。

②慣れてきたら、テニスボールが飛び出さな

いように内側（土踏まず側）や外側（小指側）

へも展開してみましょう。痛いところはや

や体重をかけ深呼吸しながら重点的に行い

ます。

③ 2～3分ほど行ったら、

　 今度は反対の足も同様に

　 行います。

【中級】肩まわりをほぐす
　　　 肩こり解消！

　痛みレベル★★☆　
　使用するテニスボール：1個

①仰向けに寝て、肩甲骨の下あたりにテニス

ボールを置きます。

　※いきなりテニスボールに体重をかけると

　痛い場合もあるので、ゆっくりと位置を

　調整しましょう。

②位置が決まったら、腕を上下左右に動かし

たり、回したりします。

③徐々にテニスボールを上下に移動させて、

同じく腕を動かします。

④次は横向きになって、腕のつけ根の下にテ

ニスボールを置き身体を上下に動かします。

痛い場合は、適度な体重をかけて30秒～

１分間キープしましょう。

⑤反対側も同じように行います。

　◇仰向きになれない場合や痛みが強い場合、

　壁を使ってマッサージしましょう。

　　壁と肩の間にテニスボールを挟み、心地

　良い痛さを感じる強さで身体を上下左右

　に動かしてマッサージします。

　
【上級】お尻のコリをほぐす
　　　 歩行がスムーズに、腰痛予防！

　痛みレベル★★★　
　使用するテニスボール：1個

①仰向けになって両ヒザを立て、テニスボー

ルはお尻の下に置きます。

　※肩と同様にいきなりテニスボールに体重

をかけると痛い場合もあるので、ゆっくり

とおろしましょう。

②身体を上下左右に動かしてテニスボールを

コロコロ動かしながら、お尻のこっている
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③ちょっと痛いなぁと思う部分を発見したら、

動きを止め、テニスボールの乗ってる足を

　

　外側に開いて行きます。2～3回、戻して

開いてを繰り返します。

④次はお尻の横をマッサージします。仰向け

になり、大転子（腰骨の出っ張り部分）の位

置あたりにテニスボールを置き、そのまま

横になります。

　※痛みが強い時は、肘をついて横向きにな

ります。

⑤痛みがあまりない場合は、テニスボールを

少しずつ動かしながら痛い箇所をさがしま

しょう。身体を上下に動かしマッサージし

ます。痛い場合は、動かさずに適度な体重

をかけて30秒～1分間キープしましょう。

⑥反対側も同じように行います。

　◇仰向きになれない場合や痛みが強い場合、

　壁を使ってマッサージしましょう。

　　壁とお尻の間にテニスボールを挟み、心

　地良い痛さを感じる強さで身体を上下左

　右に動かしてマッサージします。

　　椅子に座ってのマッサージも可能です。

健康
一口メモ

簡単！テニスボールを　 使ってセルフマッサージ

テニスボールを
当てる場所

テニスボールを
当てる場所

仮00 仮00
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　良い痛さを感じる強さで身体を上下左右

　に動かしてマッサージします。

　
【上級】お尻のコリをほぐす
　　　 歩行がスムーズに、腰痛予防！

　痛みレベル★★★　
　使用するテニスボール：1個

①仰向けになって両ヒザを立て、テニスボー

ルはお尻の下に置きます。

　※肩と同様にいきなりテニスボールに体重

をかけると痛い場合もあるので、ゆっくり

とおろしましょう。

②身体を上下左右に動かしてテニスボールを

コロコロ動かしながら、お尻のこっている

部分を特に入念にマッサージします。

③ちょっと痛いなぁと思う部分を発見したら、

動きを止め、テニスボールの乗ってる足を
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少しずつ動かしながら痛い箇所をさがしま

しょう。身体を上下に動かしマッサージし

ます。痛い場合は、動かさずに適度な体重

をかけて30秒～1分間キープしましょう。

⑥反対側も同じように行います。

　◇仰向きになれない場合や痛みが強い場合、

　壁を使ってマッサージしましょう。

　　壁とお尻の間にテニスボールを挟み、心

　地良い痛さを感じる強さで身体を上下左

　右に動かしてマッサージします。

　　椅子に座ってのマッサージも可能です。
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会 員 消 息 （平成31年1月～令和元年12月）

（敬称略）

〔正会員〕
91091　㈱キナン 九州ブロック長　中家 理文
　　　　　（平成31年3月6日入会） 〒813-0023　福岡市東区蒲田3-26-1
 TEL 092-691-8222　FAX 092-691-8224

94033　㈱クマケン 代表取締役社長　大窪 利成
　　　　　（令和元年8月1日入会） 〒861-8029　熊本市東区西原3-1-57
 TEL 096-386-8333　FAX 096-386-8337

91092　㈱コンフォート 代表取締役　山川 大三
　　　　　（令和元年11月25日入会） 〒819-0161　福岡市西区今宿東2-28-10
 TEL 092-405-5600　FAX 092-405-5602 

〔賛助会員〕

　　　　 ㈱タダノ 九州支店長　眞田 淳二
　　　　　（平成31年3月6日入会） 〒816-0912　福岡県大野城市御笠川3-21-4
 TEL 092-503-7821　FAX 092-503-2510

　　　　 荒井商事㈱ 川村 仁佐
　　　　　（令和元年5月21日入会） 〒323-0827　栃木県小山市神鳥谷2259-9
 TEL 0285-39-8818　FAX 0285-39-8851

〔正会員〕
91064　コマツカスタマーサポート㈱ 部長　村橋 隆幸
　　　　　　（令和元年4月1日）

91028　㈱西鉄グリーン土木 （西鉄テクノサービス㈱の事業再編による事業移管）
　　　　　　（平成31年4月1日）

97021　㈱ReO （㈱ユーコーから社名変更）
　　　　　　（令和元年7月1日）

97002　㈱カネイチ 新住所　〒891-0132　鹿児島市七ツ島1-2-17
　　　　　　（令和元年10月21日）

91083　㈱アールアンドアール 所長代行　明田 　理
　　　　　　（令和2年1月10日）

《入会》

《商号・住所・人事》

〔賛助会員〕
　　　　㈱荏原製作所 支店長　太田 賢一
　　　　　　（平成31年2月26日）

　　　　コベルコ建機日本㈱ （社名変更）
　　　　　　（平成31年4月1日）

　　　　北越工業㈱ 支店長　吉川 公平
　　　　　　（平成31年4月1日）

　　　　㈱明和製作所 所長　橋本 経三
　　　　　　（平成31年4月1日）

　　　　伊藤忠TC建機㈱ （社名変更）
　　　　　　（令和元年7月1日）

　　　　㈱諸岡 営業統括部部長　丸山 哲朗
　　　　　　

《商号・住所・人事》

〔賛助会員〕
　　　　ＪＡ三井リース㈱　（平成31年3月31日　退会)

《退会》

※お願い　変更事項がございましたら、事務局までご連絡ください。

■訃報

●宮崎県会員
　　㈱コマツレンタル宮崎　相談役　後藤治人 様（享年96歳）
　　平成31年3月24日　ご逝去されました。

　　　　　　　謹んでご冥福をお祈り申し上げます　　　　合掌
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佐
藤
末
喜

昭
和
16
年
生

日
新
火
災
海
上
保
険（
株
）を
常
務

取
締
役
で
退
任
、平
成
12
年
か
ら
郷

里
大
分
に
永
住
、無
農
薬
野
菜
の
栽

培
の
傍
ら
地
方
史
の
研
究
が
趣
味
。

改
元
雑
感

仮00 仮00

　

平
成
か
ら
令
和
へ
の
改
元
は
圧
倒
的
な
奉
祝
ム
ー
ド
の
中
で
行
わ
れ
人
々

に
明
る
い
希
望
を
抱
か
せ
た
。

　

筆
者
は
昭
和
か
ら
平
成
を
現
役
で
経
験
し
た
が
、
昭
和
天
皇
が
崩
御
さ
れ

た
悲
し
み
の
中
だ
っ
た
か
ら
、
国
全
体
が
沈
痛
な
雰
囲
気
の
方
が
大
き
く
な

ん
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
で
受
け
止
め
た
。
仕
事
の
上
で
は
、
元
号
が
ど
う

な
る
の
か
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
ど
の
会
社
で
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。

正
月
早
々
の
一
月
七
日
、
今
回
の
よ
う
に
一
ケ
月
の
余
裕
が
な
く
，
大
層
慌

た
だ
し
か
っ
た
記
憶
が
残
っ
て
い
る
。

　

筆
者
は
「
改
元
」
に
つ
い
て
か
ね
て
よ
り
強
い
関
心
を
持
っ
て
き
た
。
そ

の
き
っ
か
け
は
筆
者
の
郷
里
を
流
れ
る
大
分
川
の
支
流
か
ら
白
亀
が
捕
獲
さ

れ
、
そ
れ
が
改
元
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
古
代
の
史
実
を
知
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
古
代
史
を
か
じ
り
始
め
た
か
れ
こ
れ
五
十
年
ほ
ど
前
に
な
る
。

　

正
史
・
続
日
本
後
記
巻
（
一
）
十
八
・
仁
明
天
皇
（
承
和
十
五
年
四
月
十

六
日
）
の
項
に
『
承
和
十
五
年
（
八
四
八
）、
豊
後
国
大
分
郡
の
擬
少
領
膳
伴

公
家
吉
が
同
郡
寒
川
石
上
に
お
い
て
白
亀
一
枚
を
捕
獲
、
大
宰
府
を
通
じ
て

朝
廷
に
献
上
し
た
。
朝
廷
は
年
号
を
嘉
祥
と
改
め
、
恩
赦
を
行
い
天
下
の
田

租
を
半
免
、
大
分
郡
は
田
租
を
全
免
、
家
吉
は
正
六
位
に
叙
さ
れ
た
』
と
い

う
記
事
が
あ
る
。
大
分
郡
の
農
民
は
、
大
幅
な
減
税
に
大
喜
び
し
た
で
あ
ろ

う
が
、
こ
の
白
亀
を
だ
れ
よ
り
も
待
っ
て
い
た
の
は
、
こ
の
改
元
を
主
導
し

た
藤
原
北
家
の
総
帥
・
良
房
で
あ
っ
た
。
承
和
九
年
（
八
四
二
年
）
に
起
き

た
「
承
和
の
変
」
に
よ
っ
て
、
藤
原
一
族
の
中
で
北
家
が
す
で
に
盤
石
の
権

力
を
握
っ
て
い
た
が
、
こ
の
年
藤
原
良
房
が
右
大
臣
に
就
任
し
た
。
そ
の
後

良
房
は
外
戚
の
地
位
を
固
め
、
太
政
大
臣
、
さ
ら
に
摂
政
に
任
命
さ
れ
摂
関

政
治
の
基
礎
を
固
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
異
常
な
昇
進
を
を
遂
げ
位
人
臣
を

極
め
た
良
房
は
瑞
祥
の
出
現
を
に
ぎ
や
か
に
唱
え
て
そ
の
理
由
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
石
上
川
（
石
城
川
）
の
白
亀
は
権
謀
渦
巻
く
貴
族
政
治
の
中
で
一

つ
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　

元
号
の
始
ま
り
は
大
化
の
改
新
（
六
四
五
年
）
の
大
化
で
あ
る
が
、
明
治

維
新
後
に
「
一
世
一
元
の
制
」
が
定
着
す
る
ま
で
の
長
い
間
、
今
回
を
含
め

て
二
四
八
回
も
の
改
元
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
（
一
）
天
皇
の
交
代

（
二
）
瑞
祥
改
元
（
三
）
災
異
改
元
（
地
震
な
ど
天
変
地
異
）
（
四
）
革
年
改

元
（
讖
緯
説
に
よ
る
革
命
思
想
）
で
あ
る
。
上
記
の
承
和
の
改
元
は
（
二
）

の
瑞
祥
改
元
に
あ
た
る
。
中
国
の
文
献
に
よ
る
と
、「
白
亀
は
為
政
者
の
政
治

が
優
れ
て
偏
向
が
な
く
、
老
齢
者
を
い
た
わ
る
風
潮
が
広
が
っ
て
い
る
と
き

に
出
現
す
る
」
と
い
わ
れ
、
大
瑞
と
し
て
最
も
珍
重
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に

も
白
雉
・
白
雀
・
白
鹿
・
白
鳥
・
白
燕
な
ど
も
瑞
祥
と
し
て
改
元
の
理
由
に

さ
れ
た
。
因
み
に
元
号
の
最
長
は
「
昭
和
」
の
六
十
二
年
と
十
四
日
、
最
短

は
「
歴
任
（
一
二
三
八
年
）
」
の
二
ケ
月
と
十
四
日
で
あ
る
。

　

今
回
の
改
元
に
花
を
添
え
る
よ
う
に
、
安
倍
首
相
は
新
天
皇
即
位
後
初
の

国
賓
と
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
夫
妻
を
招
待
し
、
ゴ
ル
フ
・
大
相
撲
観
戦

等
歓
待
の
限
り
を
尽
く
し
た
。
そ
し
て
大
統
領
の
要
請
に
応
え
る
格
好
で
イ

ラ
ン
を
訪
問
し
仲
介
の
労
を
と
っ
た
。
ま
さ
に
安
倍
首
相
一
流
の
周
旋
の
技

で
あ
る
。
周
旋
家
と
い
え
ば
同
じ
長
州
出
身
、
初
代
首
相
の
伊
藤
博
文
を
思

い
出
す
。

　

司
馬
遼
太
郎
は
伊
藤
博
文
に
つ
い
て
、『
近
代
日
本
の
政
治
上
の
大
人
物
の

ひ
と
り
に
伊
藤
博
文
が
い
る
。
長
州
萩
に
そ
だ
っ
た
か
れ
は
、
年
少
の
こ
ろ

吉
田
松
陰
に
ま
な
ん
だ
。
松
陰
は
門
人
の
特
質
を
つ
か
む
名
人
だ
っ
た
。
十

八
歳
の
博
文
に
つ
い
て
、
松
陰
は
、「
中
々
周
旋
家
に
な
り
そ
う
な
」
と
か
、

「
俊
輔
、
周
旋
の
才
あ
り
」
と
い
っ
た
ふ
う
に
他
へ
の
書
簡
の
な
か
で
書
い
た
。

博
文
は
う
れ
し
く
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
晩
年
、
人
に
問
わ
れ
た
時
、

自
分
は
松
陰
門
下
で
は
な
い
、
な
ど
と
い
っ
た
の
も
、
そ
の
あ
た
り
に
根
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
博
文
は
経
綸
家
（
ス
テ
イ
ツ
マ
ン
）
と
い
っ
て

ほ
し
か
っ
た
ろ
う
し
、
げ
ん
に
後
年
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
。』
と
書
い
て
い
る
。

文
中
「
他
へ
の
書
簡
」
と
あ
る
が
、
肥
後
の
宮
部
鼎
蔵
に
宛
て
た
も
の
に
「
才

お
と
り
、
学
お
さ
な
き
も
周
旋
の
才
あ
り
」
と
俊
輔
を
評
し
て
い
る
。
松
陰

が
生
き
た
幕
末
、
諸
藩
に
周
旋
方
と
い
う
役
職
が
で
き
た
。
そ
の
職
務
内
容

は
、
外
部
勢
力
の
間
で
奔
走
し
て
と
り
も
ち
を
し
、
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
公
的
用
語
に
な
っ
た
「
周
旋
」

を
英
語
で
言
う
と
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
あ
た
る
。
お
そ

ら
く
松
陰
は
俊
輔
に
政
治
家
の
才
あ
り
と
認
め
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
ま
さ
か
日
本
を
代
表
す
る
大
政

治
家
に
な
ろ
う
と
は
予
測
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

辞
書
を
引
い
て
み
る
と
、「
周
旋
に
は
（
一
）
立
ち
回
る
こ
と
（
二
）
間
に

入
っ
て
取
り
持
つ
こ
と
（
三
）
あ
っ
せ
ん
」
と
あ
り
、
語
感
か
ら
し
て
高
度

な
理
念
や
理
想
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
博
文
は
そ
れ
が
嫌
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
安
倍
首
相
の
在
任
期
間
は
、
自
民
党
総
裁
任
期
の
二
〇
二
一
年

九
月
末
で
三
五
六
七
日
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
三
位
だ
っ
た
博
文
や
二
位
の
佐

藤
栄
作
、
一
位
の
桂
太
郎
の
二
八
八
六
日
を
大
き
く
抜
い
て
歴
代
ト
ッ
プ
に

な
る
。
こ
の
四
人
が
い
ず
れ
も
山
口
県
人
で
あ
る
と
い
う
の
は
極
め
て
不
思

議
な
こ
と
で
あ
る
。
明
治
憲
法
を
定
め
、
議
院
内
閣
制
を
取
り
入
れ
,
女
子

教
育
に
尽
力
す
る
な
ど
、
こ
の
国
の
形
を
整
え
る
に
功
績
の
あ
っ
た
元
勲
・

伊
藤
博
文
は
一
八
四
一
年
の
生
ま
れ
、
筆
者
の
丁
度
百
年
前
で
あ
る
。

　

こ
の
一
世
紀
の
我
が
国
の
歩
み
を
伊
藤
博
文
の
生
涯
を
通
し
て
も
う
一
度

勉
強
し
な
お
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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喜

昭
和
16
年
生

日
新
火
災
海
上
保
険（
株
）を
常
務

取
締
役
で
退
任
、平
成
12
年
か
ら
郷

里
大
分
に
永
住
、無
農
薬
野
菜
の
栽

培
の
傍
ら
地
方
史
の
研
究
が
趣
味
。

改
元
雑
感

仮00 仮00

　

平
成
か
ら
令
和
へ
の
改
元
は
圧
倒
的
な
奉
祝
ム
ー
ド
の
中
で
行
わ
れ
人
々

に
明
る
い
希
望
を
抱
か
せ
た
。

　

筆
者
は
昭
和
か
ら
平
成
を
現
役
で
経
験
し
た
が
、
昭
和
天
皇
が
崩
御
さ
れ

た
悲
し
み
の
中
だ
っ
た
か
ら
、
国
全
体
が
沈
痛
な
雰
囲
気
の
方
が
大
き
く
な

ん
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
で
受
け
止
め
た
。
仕
事
の
上
で
は
、
元
号
が
ど
う

な
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の
か
、
シ
ス
テ
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改
修
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ど
の
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社
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も
大
き
な
問
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で
あ
っ
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。
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ケ
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慌

た
だ
し
か
っ
た
記
憶
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残
っ
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い
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。

　

筆
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「
改
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て
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ね
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強
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持
っ
て
き
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。
そ

の
き
っ
か
け
は
筆
者
の
郷
里
を
流
れ
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大
分
川
の
支
流
か
ら
白
亀
が
捕
獲
さ

れ
、
そ
れ
が
改
元
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
古
代
の
史
実
を
知
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
古
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史
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か
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始
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か
れ
こ
れ
五
十
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。
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）
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承
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（
八
四
八
）、
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後
国
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郡
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擬
少
領
膳
伴
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吉
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郡
寒
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亀
一
枚
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捕
獲
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献
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叙
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ろ
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右
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摂
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摂
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に
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で
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に
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で
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う
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に
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る
こ
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）
間
に
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と
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や
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想
は
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が
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だ
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た
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で
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う
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在
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党
総
裁
任
期
の
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二
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と
な
り
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博
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や
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位
の
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の
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太
郎
の
二
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を
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抜
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。
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が
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人
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と
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う
の
は
極
め
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不
思
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と
で
あ
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。
明
治
憲
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を
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、
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内
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制
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取
り
入
れ
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子
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に
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に
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の
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。
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。
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る
い
希
望
を
抱
か
せ
た
。

　

筆
者
は
昭
和
か
ら
平
成
を
現
役
で
経
験
し
た
が
、
昭
和
天
皇
が
崩
御
さ
れ

た
悲
し
み
の
中
だ
っ
た
か
ら
、
国
全
体
が
沈
痛
な
雰
囲
気
の
方
が
大
き
く
な

ん
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
で
受
け
止
め
た
。
仕
事
の
上
で
は
、
元
号
が
ど
う

な
る
の
か
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
ど
の
会
社
で
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。

正
月
早
々
の
一
月
七
日
、
今
回
の
よ
う
に
一
ケ
月
の
余
裕
が
な
く
，
大
層
慌

た
だ
し
か
っ
た
記
憶
が
残
っ
て
い
る
。

　

筆
者
は
「
改
元
」
に
つ
い
て
か
ね
て
よ
り
強
い
関
心
を
持
っ
て
き
た
。
そ

の
き
っ
か
け
は
筆
者
の
郷
里
を
流
れ
る
大
分
川
の
支
流
か
ら
白
亀
が
捕
獲
さ

れ
、
そ
れ
が
改
元
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
古
代
の
史
実
を
知
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
古
代
史
を
か
じ
り
始
め
た
か
れ
こ
れ
五
十
年
ほ
ど
前
に
な
る
。

　

正
史
・
続
日
本
後
記
巻
（
一
）
十
八
・
仁
明
天
皇
（
承
和
十
五
年
四
月
十

六
日
）
の
項
に
『
承
和
十
五
年
（
八
四
八
）、
豊
後
国
大
分
郡
の
擬
少
領
膳
伴

公
家
吉
が
同
郡
寒
川
石
上
に
お
い
て
白
亀
一
枚
を
捕
獲
、
大
宰
府
を
通
じ
て

朝
廷
に
献
上
し
た
。
朝
廷
は
年
号
を
嘉
祥
と
改
め
、
恩
赦
を
行
い
天
下
の
田

租
を
半
免
、
大
分
郡
は
田
租
を
全
免
、
家
吉
は
正
六
位
に
叙
さ
れ
た
』
と
い

う
記
事
が
あ
る
。
大
分
郡
の
農
民
は
、
大
幅
な
減
税
に
大
喜
び
し
た
で
あ
ろ

う
が
、
こ
の
白
亀
を
だ
れ
よ
り
も
待
っ
て
い
た
の
は
、
こ
の
改
元
を
主
導
し

た
藤
原
北
家
の
総
帥
・
良
房
で
あ
っ
た
。
承
和
九
年
（
八
四
二
年
）
に
起
き

た
「
承
和
の
変
」
に
よ
っ
て
、
藤
原
一
族
の
中
で
北
家
が
す
で
に
盤
石
の
権

力
を
握
っ
て
い
た
が
、
こ
の
年
藤
原
良
房
が
右
大
臣
に
就
任
し
た
。
そ
の
後

良
房
は
外
戚
の
地
位
を
固
め
、
太
政
大
臣
、
さ
ら
に
摂
政
に
任
命
さ
れ
摂
関

政
治
の
基
礎
を
固
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
異
常
な
昇
進
を
を
遂
げ
位
人
臣
を

極
め
た
良
房
は
瑞
祥
の
出
現
を
に
ぎ
や
か
に
唱
え
て
そ
の
理
由
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
石
上
川
（
石
城
川
）
の
白
亀
は
権
謀
渦
巻
く
貴
族
政
治
の
中
で
一

つ
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　

元
号
の
始
ま
り
は
大
化
の
改
新
（
六
四
五
年
）
の
大
化
で
あ
る
が
、
明
治

維
新
後
に
「
一
世
一
元
の
制
」
が
定
着
す
る
ま
で
の
長
い
間
、
今
回
を
含
め

て
二
四
八
回
も
の
改
元
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
（
一
）
天
皇
の
交
代

（
二
）
瑞
祥
改
元
（
三
）
災
異
改
元
（
地
震
な
ど
天
変
地
異
）
（
四
）
革
年
改

元
（
讖
緯
説
に
よ
る
革
命
思
想
）
で
あ
る
。
上
記
の
承
和
の
改
元
は
（
二
）

の
瑞
祥
改
元
に
あ
た
る
。
中
国
の
文
献
に
よ
る
と
、「
白
亀
は
為
政
者
の
政
治

が
優
れ
て
偏
向
が
な
く
、
老
齢
者
を
い
た
わ
る
風
潮
が
広
が
っ
て
い
る
と
き

に
出
現
す
る
」
と
い
わ
れ
、
大
瑞
と
し
て
最
も
珍
重
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
に

も
白
雉
・
白
雀
・
白
鹿
・
白
鳥
・
白
燕
な
ど
も
瑞
祥
と
し
て
改
元
の
理
由
に

さ
れ
た
。
因
み
に
元
号
の
最
長
は
「
昭
和
」
の
六
十
二
年
と
十
四
日
、
最
短

は
「
歴
任
（
一
二
三
八
年
）
」
の
二
ケ
月
と
十
四
日
で
あ
る
。

　

今
回
の
改
元
に
花
を
添
え
る
よ
う
に
、
安
倍
首
相
は
新
天
皇
即
位
後
初
の

国
賓
と
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
夫
妻
を
招
待
し
、
ゴ
ル
フ
・
大
相
撲
観
戦

等
歓
待
の
限
り
を
尽
く
し
た
。
そ
し
て
大
統
領
の
要
請
に
応
え
る
格
好
で
イ

ラ
ン
を
訪
問
し
仲
介
の
労
を
と
っ
た
。
ま
さ
に
安
倍
首
相
一
流
の
周
旋
の
技

で
あ
る
。
周
旋
家
と
い
え
ば
同
じ
長
州
出
身
、
初
代
首
相
の
伊
藤
博
文
を
思

い
出
す
。

　

司
馬
遼
太
郎
は
伊
藤
博
文
に
つ
い
て
、『
近
代
日
本
の
政
治
上
の
大
人
物
の

ひ
と
り
に
伊
藤
博
文
が
い
る
。
長
州
萩
に
そ
だ
っ
た
か
れ
は
、
年
少
の
こ
ろ

吉
田
松
陰
に
ま
な
ん
だ
。
松
陰
は
門
人
の
特
質
を
つ
か
む
名
人
だ
っ
た
。
十

八
歳
の
博
文
に
つ
い
て
、
松
陰
は
、「
中
々
周
旋
家
に
な
り
そ
う
な
」
と
か
、

「
俊
輔
、
周
旋
の
才
あ
り
」
と
い
っ
た
ふ
う
に
他
へ
の
書
簡
の
な
か
で
書
い
た
。

博
文
は
う
れ
し
く
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
晩
年
、
人
に
問
わ
れ
た
時
、

自
分
は
松
陰
門
下
で
は
な
い
、
な
ど
と
い
っ
た
の
も
、
そ
の
あ
た
り
に
根
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
博
文
は
経
綸
家
（
ス
テ
イ
ツ
マ
ン
）
と
い
っ
て

ほ
し
か
っ
た
ろ
う
し
、
げ
ん
に
後
年
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
。』
と
書
い
て
い
る
。

文
中
「
他
へ
の
書
簡
」
と
あ
る
が
、
肥
後
の
宮
部
鼎
蔵
に
宛
て
た
も
の
に
「
才

お
と
り
、
学
お
さ
な
き
も
周
旋
の
才
あ
り
」
と
俊
輔
を
評
し
て
い
る
。
松
陰

が
生
き
た
幕
末
、
諸
藩
に
周
旋
方
と
い
う
役
職
が
で
き
た
。
そ
の
職
務
内
容

は
、
外
部
勢
力
の
間
で
奔
走
し
て
と
り
も
ち
を
し
、
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
公
的
用
語
に
な
っ
た
「
周
旋
」

を
英
語
で
言
う
と
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
あ
た
る
。
お
そ

ら
く
松
陰
は
俊
輔
に
政
治
家
の
才
あ
り
と
認
め
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
ま
さ
か
日
本
を
代
表
す
る
大
政

治
家
に
な
ろ
う
と
は
予
測
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

辞
書
を
引
い
て
み
る
と
、「
周
旋
に
は
（
一
）
立
ち
回
る
こ
と
（
二
）
間
に

入
っ
て
取
り
持
つ
こ
と
（
三
）
あ
っ
せ
ん
」
と
あ
り
、
語
感
か
ら
し
て
高
度

な
理
念
や
理
想
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
博
文
は
そ
れ
が
嫌
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
安
倍
首
相
の
在
任
期
間
は
、
自
民
党
総
裁
任
期
の
二
〇
二
一
年

九
月
末
で
三
五
六
七
日
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
三
位
だ
っ
た
博
文
や
二
位
の
佐

藤
栄
作
、
一
位
の
桂
太
郎
の
二
八
八
六
日
を
大
き
く
抜
い
て
歴
代
ト
ッ
プ
に

な
る
。
こ
の
四
人
が
い
ず
れ
も
山
口
県
人
で
あ
る
と
い
う
の
は
極
め
て
不
思

議
な
こ
と
で
あ
る
。
明
治
憲
法
を
定
め
、
議
院
内
閣
制
を
取
り
入
れ
,
女
子

教
育
に
尽
力
す
る
な
ど
、
こ
の
国
の
形
を
整
え
る
に
功
績
の
あ
っ
た
元
勲
・

伊
藤
博
文
は
一
八
四
一
年
の
生
ま
れ
、
筆
者
の
丁
度
百
年
前
で
あ
る
。

　

こ
の
一
世
紀
の
我
が
国
の
歩
み
を
伊
藤
博
文
の
生
涯
を
通
し
て
も
う
一
度

勉
強
し
な
お
し
て
み
た
い
と
思
う
。

随
筆
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福岡支店

〒812-0011 
福岡県福岡市博多区博多駅前4-2-20 (C-9ビル2階)
TEL:(092)411-3801　FAX:(092)451-7698
URL:http://www.icm.co.jp

伊藤忠ＴＣ建機㈱ ｢取扱商品群｣伊藤忠ＴＣ建機㈱ ｢取扱商品群｣

®

道路・建設・イベント等さまざまな現場で活躍！

表層材

吸音材

透湿防水性素材
多目的透湿防水性素材で、水の浸入を防ぎつつ音を吸収

耐久性と防水性に優れた高品質 PVC を使用

リサイクル材で作られた最高級の吸音材 ( 生分解性 )

環境表示器

KK-110016-VE HR-090017-VE

型式 ： TK0240 型 型式 ： TK-0055

規格寸法

色　　調

重　　量

材　　質

L2000mm×W1000mm×T15mm

ブラック

27kg

EPDM　ゴム硬度約 65 度

○ トラックや重機が通ると製品が破損する恐れがあります。

○ 製品が破損した場合は、 使用を中止して下さい。

○ 火気の近くでの使用は避けて下さい。

○ 異なる目的での使用はしないで下さい。

○ 設置後の事故及び二次災害に対する責任は負えません。

KYフレキマット
ゴムマット (1m×2m)
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           ユアサ商事株式会社 建機本部	
	
北海道建機ＰＴ 	TEL (011)863-0160     	
東北建機部 	TEL (022)236-0875 	 関西建機部 	TEL (06)6266-4541 	
関東建機部                TEL (03)6369-1900       中国建機部 	TEL (082)245-5622	
関東建機部（新潟） 	TEL (025)287-4721       九州建機部               TEL (092)474-6431	
関東建機部（静岡） 	TEL (054)255-3123       九州建機部（沖縄） 	TEL (098)876-2192	
中部建機部 	TEL (052)779-8150	
中部建機部（北陸） 	TEL (076)442-1196	
�

業界最大級商品検索サイト        ����������������������������
�

防災備蓄倉庫	

�
�
�
�
�
人
工
筋
肉
��

「

腰」

�
�
�
�
��

超軽量（35㎏）  スチール製�
                積載荷重  1,000㎏  �
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あけましておめでとうございます。
謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　平成から令和へとバトンを引き継いだ昨年ですが、

やはり自然災害が猛威を振るう年となりました。８

月には佐賀、福岡、長崎の九州北部で集中豪雨が発

生し、佐賀県の大町町では鉄工所から油が流出しテ

レビでも大々的に報じられました。また９月には台

風15号が関東地方を襲い、10月には台風19号が同

じく関東から今度は東北地方まで通過し、関東地方

や甲信地方、東北地方などで記録的な大雨を降らせ、

広範囲の河川の決壊で大変な被害が発生しました。

　我々建設機械レンタル協会としてもこれらの災害

時に迅速に対応し復旧、復興への支援を行える体制

を整えようとしています。会員の皆様のご支援ご協

力をよろしくお願いいたします。

　当協会の正会員も一時は86社まで減りましたが

再度100社を越えそうなところまで増えてきており

ます。本号より新会員の方は正会員、賛助会員とも

全て掲載するようにいたしました。

　最後になりますが、ご寄稿、広告に協賛いただき

ました会員各位に対し御礼申し上げます。また、皆

様からのご意見等ございましたら、是非お寄せいた

だきますようお願い申し上げます。

「レンタル九州」47号
発　行　日　令和２年 1 月 1 日
発　行　者　一般社団法人日本建設機械レンタル協会九州支部

福岡市博多区博多駅東2-9-1 東福第2ビル6階
〒812-0013　TEL 092-482-6685　FAX 092-452-2563

発行責任者　広報委員長　伊豆隆夫
印　　　刷　㈲アド・ワン
　　　　　　　福岡市東区松田3丁目9-2-205
　　　　　　　〒812-0064　TEL・FAX 092-621-2199

福岡県太宰府市坂本

太宰府 坂本神社と令和の石碑

編集後記

表紙表紙

新元号の出典
・日本最古の歌集「万葉集」の梅花の
歌、三十二首の序文

・「初春の令月（れいげつ）にして、
気淑（きよ）く風和ぎ、梅は鏡前の
粉を披（ひら）き、蘭は珮後（はい
ご）の香を薫らす」

・「時あたかも新春の好き月（よきつ
き）、空気は美しく風はやわらか
に、梅は美女の鏡の前に装う白粉
（おしろい）のごとく白く咲き、蘭
は身を飾った香の如きかおりをただ
よわせている」

　（中西進さんの著書「萬葉集全訳注原文付」
　　の中での訳）
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広告掲載協力会社名一覧

株式会社NSD

ヤンマー建機株式会社 株式会社クボタ建機ジャパン

キャタピラー九州株式会社
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■引受保険会社

リスクはすぐそこに…
お見積り承ります。いつでもお気軽にご依頼ください。

協会専用商品で企業経営をガッチリガード

リース業総合保険
リース業者総合賠償責任保険／建機の動産総合保険

この広告に掲載の保険商品の詳細につきましては、パンフレットをご覧いただくか、取扱代理店または引受保険会社にお問い合せください。

九州支店
【平日9：15～17：30／土・日・祝日、年末年始を除く】
福岡県福岡市中央区天神2-8-49
ヒューリック福岡ビル9階　〒810-0001
TEL 092－711－2248
http://www.m-inc.co.jp

福岡支店
【平日9：00～17：00／土・日・祝日、年末年始を除く】
福岡県福岡市中央区大名2-4-35
富士火災福岡ビル　
〒810-8637

TEL 092－718－7000

＜2019年9月現在＞

■取扱代理店

会員の皆さまへ

DCA-25LSKE-D2 DCA-45LSKE-D2

九州営業所：〒811-2112 福岡県糟屋郡須恵町植木 167-1
TEL：092（935）0700　FAX:092（931）2022

発電出力 [50/60Hz]: 単相 3 線式 100/110･200/220V 38/44kVA
                   三相 4 線式 200/220V・400/440V 50/60kVA

DCA-60LSKE-D2 38/44

URL:http://www.icm.co.jp

伊藤忠ＴＣ建機㈱ ｢取扱商品群｣伊藤忠ＴＣ建機㈱ ｢取扱商品群｣

®

環境表示器

KK-110016-VE HR-090017-VE

KYフレキマット
ゴムマット (1m×2m)

北越工業株式会社

住友建機販売株式会社 デンヨー株式会社

西日本コベルコ建機株式会社 AIG損害保険株式会社・丸紅セーフネット株式会社

伊藤忠ＴＣ建機株式会社
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株式会社鶴見製作所 ユアサ商事株式会社

荒井商事株式会社 酒井重工業株式会社

広告掲載ご協力に対し、深く感謝申し上げます。
有り難うございました。
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ディーゼルエンジン発電機

DCA-25LSKE-D2 DCA-45LSKE-D2

九州営業所：〒811-2112 福岡県糟屋郡須恵町植木 167-1
TEL：092（935）0700　FAX:092（931）2022

発電出力 [50/60Hz]: 単相 3 線式 100/110･200/220V 38/44kVA
                   三相 4 線式 200/220V・400/440V 50/60kVA

DCA-60LSKE-D2 38/44







■引受保険会社

リスクはすぐそこに…
お見積り承ります。いつでもお気軽にご依頼ください。

協会専用商品で企業経営をガッチリガード

リース業総合保険
リース業者総合賠償責任保険／建機の動産総合保険

この広告に掲載の保険商品の詳細につきましては、パンフレットをご覧いただくか、取扱代理店または引受保険会社にお問い合せください。

九州支店
【平日9：15～17：30／土・日・祝日、年末年始を除く】
福岡県福岡市中央区天神2 8 49
ヒューリック福岡ビル9階　〒810 0001
TEL 092－711－2248
http://www.m-inc.co.jp

福岡支店
【平日9：00～17：00／土・日・祝日、年末年始を除く】
福岡県福岡市中央区大名2 4 35
富士火災福岡ビル　
〒810 8637

TEL 092－718－7000

＜2019年9月現在＞

■取扱代理店

会員の皆さまへ



4.4mm
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